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は
じ
め
に

　

本
論
文
は
、『
次
第
禅
門
』
巻
第
一
之
下
の
「
禅
波
羅
蜜
の
詮
次

を
弁
ず
る
第
四
」
の
原
典
解
明
を
意
図
し
て
研
究
し
た
も
の
で
あ

る
。

　

本
研
究
は
、
平
成
二
十
一
年
度
（
四
月
〜
一
月
）
の
大
学
院
文
学

研
究
科
修
士
課
程
お
よ
び
博
士
課
程
の
「
講
義
」
の
授
業
の
研
究
成

果
で
あ
る
。
授
業
の
受
講
者
は
、
仏
教
学
仏
教
史
学
専
修
Ⅱ
の
私
の

ゼ
ミ
生
の
つ
ぎ
の
諸
氏
で
あ
る
。

　
　

ダ
オ 

ト
リ
ン 

チ
ン 

ニ
ャ
ン
・
ト
ラ
ン 

ア
ン 

コ
ア
・
ト
ラ

ン 

ク
ォ
ッ
ク 

フ
ォ
ン
（
ベ
ト
ナ
ム
）〔
修
士
一
年
〕、
川

瀬 

隆
〔
修
士
二
年
〕
加
藤
高
敏
〔
博
士
一
年
〕、
加
藤
正
賢

〔
博
士
三
年
〕、
伊
藤
光
壽
・
天
野
弘
堂
〔
研
究
生
〕、
武
藤
明

範
・
水
野
荘
平
・
ト
ラ
ン 

ト
ウ
イ 

カ
ン
（
ベ
ト
ナ
ム
）・
猿

渡
あ
ゆ
み
・
久
田
静
隆
・
森 

琢
朗
〔
研
究
員
〕、
當
間
日
澄
・

今
井
勝
子
〔
聴
講
生
〕

　

授
業
は
、
輪
読
形
式
で
行
な
い
、
右
記
の
大
学
院
生
諸
氏
が
下
調

べ
を
し
て
発
表
し
て
も
ら
い
、
そ
れ
を
武
藤
明
範
氏
が
毎
時
間
「
書

き
下
し
文
」、
詳
細
で
膨
大
な
「
注
」、
的
確
な
「
現
代
語
訳
」
を
作

『
次
第
禅
門
』
の
研
究
（
十
一
）

大　
　

野　
　

榮　
　

人

武　
　

藤　
　

明　
　

範



『
次
第
禅
門
』
の
研
究
（
十
一
）（
大
野
・
武
藤
）

─　   ─124

成
し
て
頂
き
、
そ
れ
に
私
が
加
筆
し
、
そ
れ
を
訂
正
し
て
頂
い
て
、

授
業
で
読
み
合
わ
せ
を
し
て
、
完
全
な
原
稿
を
作
成
し
た
も
の
で
あ

る
。

　

武
藤
明
範
氏
の
お
力
に
よ
り
、
こ
の
よ
う
な
研
究
成
果
を
世
に
送

り
出
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
る
次
第
で

あ
る
。

　

武
藤
明
範
・
伊
藤
光
壽
氏
を
は
じ
め
、
大
学
院
受
講
生
全
員
の
智

慧
を
結
集
し
て
で
き
あ
が
っ
た
研
究
成
果
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
多
く

の
誤
記
・
誤
訳
な
ど
が
あ
る
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
責
任
の
全
て

は
、
私
に
あ
る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。

　

本
論
文
の
構
成
は
、
最
初
に
「
原
文
」
と
「
書
き
下
し
文
」
を
、

つ
ぎ
に
「
注
」
を
、
最
後
に
「
現
代
語
訳
」
を
付
し
て
い
く
こ
と
に

し
た
い
。

〔
原　
　

文
〕

次
明
八
勝
處
。
為
於
諸
禅
定
観
縁
中
得
自
在
故
。
次
明
十
一
切
処
。

為
欲
広
禅
定
中
色
心
令
普
遍
故
。
乃
至
修
六
神
通
。
由
是
観
禅
攝
。

次
明
錬
禅
者
。
即
九
次
第
定
。
為
総
前
定
観
二
種
禅
令
心
調
柔
。
入

諸
禅
時
。
心
心
次
第
無
間
故
。
及
有
覚
有
観
等
三
三
昧
皆
是
錬
禅

攝
。
次
明
熏
禅
。
熏
禅
者
即
是
師
子
奮
迅
三
昧
。
順
逆
次
第
入
出
熏

諸
禅
。
令
定
観
分
明
純
熟
増
益
功
徳
故
。
次
明
修
禅
。
修
禅
者
。
即

是
超
越
三
昧
。
於
諸
禅
中
超
越
入
出
。
為
得
無
碍
自
在
解
脱
故
。
是

以
大
品
経
云
。
菩
薩
摩
訶
薩
。
住
般
若
波
羅
蜜
。
取
禅
波
羅
蜜
。
除

諸
仏
三
昧
。
入
余
一
切
三
昧┐

四
八
〇
C
。
若
声
聞
三
昧
。
若
辟
支
仏
三
昧
。
若

菩
薩
三
昧
。
皆
行
皆
入
。

〔
書
き
下
し
文
〕

　

次
に
、
八
勝
処
を
明
か
す
。
諸
の
禅
定
の
観
縁
の
な
か
に
お
い

て
、
自
在
を
得
ん
が
た
め
の
ゆ
え
な
）
19
（
り
。

　

次
に
、
十
一
切
処
を
明
か
す
。
禅
定
の
な
か
の
色
心
を
広
く
普
遍

せ
し
め
ん
と
欲
す
る
が
た
め
の
ゆ
え
な
）
20
（
り
。

　

な
い
し
、
六
神
通
を
修
す
る
も
、
こ
れ
観
禅
の
摂し

ょ
う

に
よ
）
21
（
る
。

　

次
に
、
練
禅
を
明
か
さ
ば
、
す
な
わ
ち
こ
れ
九
次
第
定
な
）
22
（
り
。

　

総
じ
て
、
前さ

き

の
定
・
観
の
二
種
の
禅
は
、
心し
ん

を
調じ
ょ
う

柔に
ゅ
う

な
ら
し
め

ん
が
た
め
な
）
23
（
り
。

　

諸
禅
に
入
る
と
き
、
心
心
は
次
第
し
、
無
間
な
る
が
ゆ
え
な
）
24
（
り
。
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お
よ
び
有
覚
有
観
等
の
三
三
昧
も
、
み
な
こ
れ
練
禅
の
摂
な
）
25
（

り
。

　

次
に
、
薫
禅
を
明
か
す
。
薫
禅
は
、
す
な
わ
ち
こ
れ
師
子
奮
迅
三

昧
な
）
26
（

り
。

　

順
・
逆
の
次
第
に
入
・
出
し
、
諸
禅
を
薫
じ
て
、
定
と
観
と
を
分

明
に
純
熟
し
、
功
徳
を
増ぞ

う

益や
く

せ
し
む
る
が
ゆ
え
な
）
27
（

り
。

　

次
に
、
修じ

ゅ
う

禅ぜ
ん

を
明
か
さ
ば
、
修
禅
は
す
な
わ
ち
こ
れ
超ち
ょ
う
お
つ越
三
昧

な
り
。

　

諸
禅
の
な
か
に
お
い
て
、
超
越
し
て
入
・
出
し
、
無
礙
自
在
に
解

脱
を
得
ん
が
た
め
の
ゆ
え
な
）
28
（
り
。
こ
れ
を
も
っ
て
、『
大
品
経
』
に

い
わ
）
29
（
く
。

　
　

菩
薩
摩
訶
薩
は
、
般
若
波
羅
蜜
に
住
し
て
、
禅
波
羅
蜜
を
取

る
。
諸
仏
の
三
昧
を
除
く
。
余
の
一
切
の
三
昧
に
入
り
、
も
し

は
声
聞
の
三
昧
、
も
し
は
辟
支
仏
の
三
昧
、
も
し
は
菩
薩
の
三

昧
、
み
な
行
じ
、
み
な
入
）
30
（
る
。

と
。

〔
注
〕（

19
） 

次
に
、
八
勝
処
を
明
か
す
。
諸
の
禅
定
の
観
縁
の
な
か
に
お
い

て
、
自
在
を
得
ん
が
た
め
の
ゆ
え
な
り
＝
「
八
勝
処
」
は
、
八
除
入

と
も
、
八
除
処
と
も
い
う
。
眼
・
耳
・
鼻
・
舌
・
身
の
五
官
の
欲
が

存
在
す
る
世
界
で
あ
る
「
欲
界
」
の
眼
の
対
象
で
あ
る
色
と
形
を
意

味
す
る
色
処
を
観
察
し
、
五
官
の
欲
を
克
服
し
て
、
貪
り
の
心
を
除

く
八
段
階
の
修
行
法
を
い
う
。

　
　

智
顗
の
『
法
界
次
第
初
門
』
巻
中
之
上
（『
大
正
蔵
』
四
六
・
六

七
七
ｂ
―
ｃ
）
は
、
八
勝
処
を
次
の
よ
う
に
解
釈
し
て
い
る
。

　
　

⑴
「
内
有
色
相
外
観
色
少
、
若に
ゃ
く
こ
う
に
ゃ
く
は
く

好
若
醜
、
是ぜ

名み
ょ
う
し
ょ
う勝
知ち

勝し
ょ
う
け
ん見

」
は
、
自
我
心
の
中
の
色
に
対
す
る
執
著
で
あ
る
内
心
の
色

相
の
貪
著
を
除
く
た
め
に
、
執
著
の
対
象
と
な
る
好
き
な
色
や
醜
い

色
を
少
し
ず
つ
観
察
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
色
に
対
す
る
執
著
心

を
断
じ
る
よ
う
に
努
め
、
自
在
を
得
る
こ
と
を
い
う
。

　
　

⑵
「
内
有
色
相
外
観
色
外
、
若
好
若
醜
、
是
名
勝
知
勝
見
」
は
、

自
我
心
の
中
の
色
に
対
す
る
執
著
で
あ
る
内
心
の
色
相
の
貪
著
を
除

く
た
め
に
、
執
著
の
対
象
と
な
る
好
き
な
色
や
醜
い
色
の
量
を
増
や

し
て
観
察
す
る
こ
と
を
い
う
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
色
に
対
す
る
執
著

心
が
働
か
な
い
よ
う
に
努
め
、
自
在
を
得
る
こ
と
を
い
う
。

　
　

⑶
「
内
無
色
相
外
観
色
少
、
若
好
若
醜
、
是
名
勝
知
勝
見
」
は
、

自
我
心
の
中
の
色
に
対
す
る
執
著
で
あ
る
内
心
に
色
相
は
な
く
、
貪

著
す
る
こ
と
も
な
い
が
、
さ
ら
に
こ
れ
を
確
実
に
す
る
た
め
に
、
執
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著
の
対
象
と
な
る
、
好
き
な
色
や
醜
い
色
を
少
し
ず
つ
観
察
す
る
こ

と
を
い
う
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
色
に
対
す
る
執
著
心
が
働
か
な
い
よ

う
に
努
め
、
自
在
を
得
る
こ
と
を
い
う
。

　
　

⑷
「
内
無
色
相
外
観
色
多
、
若
好
若
醜
、
是
名
勝
知
勝
見
」
は
、

自
我
心
の
中
の
色
に
対
す
る
執
著
で
あ
る
内
心
に
色
相
は
な
く
、
貪

著
す
る
こ
と
も
な
い
が
、
さ
ら
に
こ
れ
を
確
実
に
す
る
た
め
に
、
執

著
の
対
象
と
な
る
好
き
な
色
や
醜
い
色
の
量
を
増
や
し
て
観
察
す
る

こ
と
を
い
う
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
色
に
対
す
る
執
著
心
を
断
じ
て
、

完
全
に
働
か
な
い
よ
う
に
努
め
、
自
在
を
得
る
こ
と
を
い
う
。

　
　

⑸
「
青し
ょ
う

勝
処
」
は
、
執
著
の
対
象
の
一
つ
で
あ
る
青
色
を
観
察

し
て
、
一
切
の
事
象
に
執
著
す
る
心
を
生
じ
な
い
よ
う
に
努
め
、
自

在
を
得
る
こ
と
を
い
う
。

　
　

⑹
「
黄お

う

勝
処
」
は
、
執
著
の
対
象
の
一
つ
で
あ
る
黄
色
を
観
察
し

て
、
一
切
の
事
象
に
執
著
す
る
心
を
生
じ
な
い
よ
う
に
努
め
、
自
在

を
得
る
こ
と
を
い
う
。

　
　

⑺
「
赤し

ゃ
く

勝
処
」
は
、
執
著
の
対
象
の
一
つ
で
あ
る
赤
色
を
観
察

し
て
、
一
切
の
事
象
に
執
著
す
る
心
を
生
じ
な
い
よ
う
に
努
め
、
自

在
を
得
る
こ
と
を
い
う
。

　
　

⑻
「
白び
ゃ
く

勝
処
」
は
、
執
著
の
対
象
の
一
つ
で
あ
る
白
色
を
観
察

し
て
、
一
切
の
事
象
に
執
著
す
る
心
を
生
じ
な
い
よ
う
に
努
め
、
自

在
を
得
る
こ
と
を
い
う
。

　
　

こ
の
う
ち
⑴
〜
⑷
は
全
て
、
色
界
四
禅
の
う
ち
の
初
禅
と
第
二
禅

に
あ
た
り
、
⑸
〜
⑻
は
色
界
四
禅
の
う
ち
の
第
四
禅
に
あ
た
る
。

　
　

ま
た
⑴
と
⑵
は
、
先
の
「
八
背
捨
」
の
第
一
に
あ
た
り
、
⑶
と
⑷

は
八
背
捨
の
第
二
に
あ
た
り
、
⑸
〜
⑻
は
八
背
捨
の
第
三
に
あ
た

る
。
因
み
に
、
先
の
八
背
捨
は
、
貪
り
の
心
を
捨
て
る
だ
け
で
、
ま

だ
自
在
を
得
て
い
な
い
の
に
対
し
て
、
こ
の
八
勝
処
は
、
一
切
の
事

象
に
執
著
す
る
心
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
、
自
在
を
得
て
い
る
と
い

う
相
違
が
あ
る
。

　
　
「
観
縁
」
の
「
観
」
は
、
真
実
、
つ
ま
り
現
象
界
で
知
覚
さ
れ
た

す
が
た
を
そ
の
ま
ま
観
察
す
る
こ
と
を
い
う
。「
縁
」
は
、
認
識
の

対
象
を
い
う
。
従
っ
て
、「
観
縁
」
は
、
現
象
界
の
対
象
を
あ
り
の

ま
ま
に
観
る
こ
と
を
い
う
。
具
体
的
に
は
、
八
勝
処
の
個
々
の
禅
定

の
中
で
、
好
き
な
色
や
嫌
い
な
色
や
青
赤
黄
白
を
あ
り
の
ま
ま
に
観

る
こ
と
を
い
う
。

　
　
「
自
在
」
は
、
一
般
的
に
は
、
一
切
の
束
縛
か
ら
離
れ
た
と
ら
わ

れ
の
な
い
身
心
の
は
た
ら
き
を
い
う
。
こ
こ
で
は
、
色
や
形
を
執
著

の
対
象
と
し
て
も
の
を
観
る
の
で
は
な
く
、
あ
る
が
ま
ま
に
存
在
し

現
象
す
る
事
象
を
観
る
こ
と
を
い
う
。

　
　

な
お
、「
次
に
、
八
勝
処
を
明
か
す
。
諸
の
禅
定
の
観
縁
の
な
か

に
お
い
て
、
自
在
を
得
ん
が
た
め
の
ゆ
え
な
り
」
と
同
様
の
主
旨

を
、『
法
界
次
第
初
門
』
巻
中
之
上
の
八
勝
処
初
門
第
二
十
五
の
項

の
冒
頭
部
分
に
確
認
で
き
る
。
す
な
わ
ち
「
八
背
捨
に
次
い
で
、
八

勝
処
を
弁
ず
る
は
、
背
捨
は
よ
く
浄
潔
五
欲
の
用ゆ
う

に
背
捨
す
る
こ
と

あ
り
と
い
え
ど
も
、
す
で
に
こ
れ
初
観
に
し
て
、
縁
の
な
か
に
お
い

て
、
転
変
し
て
い
ま
だ
自
在
に
心
に
随
う
を
得
ず
。
も
し
は
観か
ん

心じ
ん

が
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純
熟
し
て
、
転
変
自
在
な
る
を
得
ん
と
欲
せ
ば
、
必
ず
す
べ
か
ら
く

進
ん
で
、（
八
）
勝
処
の
観
を
修
す
べ
し
。
故
に
次
い
で
こ
れ
を
明

か
す
。
故
に
『
大
智
度
論
』
に
譬
え
を
な
し
て
い
う
。「
も
し
人
、

馬
に
乗
り
て
よ
く
前
陣
を
破
せ
ん
に
は
、
ま
た
よ
く
自
ら
そ
の
馬
を

制
す
。」
と
。
故
に
（
八
）
勝
処
と
名
づ
く
る
な
り
。
ま
た
は
八
除

入
と
名
づ
く
。」（『
大
正
蔵
』
四
六
・
六
七
七
ｂ
）
と
あ
る
。

（
20
） 

次
に
、
十
一
切
処
を
明
か
す
。
禅
定
の
な
か
の
色
心
を
広
く
普

遍
せ
し
め
ん
と
欲
す
る
が
た
め
の
ゆ
え
な
り
＝
「
十
一
切
処
」
は
、

一
切
処
と
も
、
十
遍
処
と
も
、
十
禅
支
と
も
、
十
一
切
入
と
も
、
十

遍
入
と
も
、
十
遍
処
定
と
も
い
う
。
十
一
切
処
は
、
三
界
の
煩
悩
を

厭
い
嫌
っ
て
断
じ
滅
す
る
十
種
の
観か
ん
ぼ
う法
を
い
う
。
す
な
わ
ち
、「
⑴

地
大
・
⑵
水
大
・
⑶
火
大
・
⑷
風
大
」
と
い
う
四
元
素
と
、「
⑸

青
・
⑹
黄
・
⑺
赤
・
⑻
白
」
と
い
う
四
色
素
と
、「
⑼
空
」
と
い
う

空
間
と
、「
⑽
識
」
と
い
う
心
の
は
た
ら
き
と
か
ら
な
る
十
の
そ
れ

ぞ
れ
が
、
あ
ら
ゆ
る
場
所
に
広
く
行
き
渡
っ
て
間か

ん
げ
き隙

が
な
く
、
欲

界
・
色
界
・
無
色
界
の
三
界
に
は
、
こ
れ
ら
の
一
つ
一
つ
が
遍
満
し

て
い
る
と
観
じ
る
十
種
の
観か

ん
ぼ
う法

を
い
う
。

　
　

智
顗
は
、『
法
界
次
第
初
門
』
巻
中
之
上
（『
大
正
蔵
』
四
六
・
六

七
七
ｃ
―
六
七
八
ａ
）
で
、『
大
智
度
論
』
巻
第
二
十
一
・
釈
初
品

中
八
背
捨
義
第
三
十
四
が
「
背
捨
は
こ
れ
初し
ょ
ぎ
ょ
う行
の
も
の
、
勝
処
は

中ち
ゅ
う
ぎ
ょ
う行
、
一
切
処
は
こ
れ
久く

行ぎ
ょ
う

な
り
」（『
大
正
蔵
』
二
五
・
二
一

五
ｂ
）
と
説
く
文
を
も
と
に
し
て
、「
八
背
捨
を
初
行
、
八
勝
処
を

中
行
、
十
一
切
処
を
久
行
」
と
し
て
、
八
背
捨
を
仏
道
修
行
の
初
心

者
が
実
践
し
、
八
勝
処
を
仏
道
修
行
に
慣
れ
て
き
た
中
間
者
が
実
践

し
、
十
一
切
処
を
仏
道
修
行
に
熟
達
し
た
人
が
実
践
す
る
と
し
て
い

る
。

　
　

智
顗
は
、
一
般
的
な
経
論
で
説
く
十
一
切
処
の
順
序
を
改
変
し
、

『
法
界
次
第
初
門
』
で
は
次
の
よ
う
に
説
く
。

　
　

⑴
「
青
一
切
処
」
は
、
前さ
き

の
八
背
捨
・
八
勝
処
に
還
り
て
、
な
か

の
少
な
る
青
の
色
を
と
り
、
遍
ね
く
一
切
処
を
み
な
青
な
ら
し
め
る

な
り
。

　
　

⑵
「
黄
一
切
処
」
は
、
前
の
八
背
捨
・
八
勝
処
に
還
り
て
、
な
か

の
少
な
る
黄
の
色
を
と
り
、
遍
ね
く
一
切
処
を
み
な
黄
な
ら
し
め
る

な
り
。

　
　

⑶
「
赤
一
切
処
」
は
、
前
の
八
背
捨
・
八
勝
処
に
還
り
て
、
な
か

の
少
な
る
赤
の
色
を
と
り
、
遍
ね
く
一
切
処
を
み
な
赤
な
ら
し
め
る

な
り
。

　
　

⑷
「
白
一
切
処
」
は
、
前
の
八
背
捨
・
八
勝
処
に
還
り
て
、
な
か

の
少
な
る
白
の
色
を
と
り
、（
遍
ね
く
）
一
切
処
を
み
な
白
な
ら
し

め
る
な
り
。

　
　

⑸
「
地
一
切
処
」
は
、
前
の
八
背
捨
・
八
勝
処
に
還
り
て
、
な
か

の
少
な
る
地
の
色
を
と
り
、（
遍
ね
く
）
一
切
処
を
み
な
地
な
ら
し

め
る
な
り
。

　
　

⑹
「
水
一
切
処
」
は
、
前
の
八
背
捨
・
八
勝
処
に
還
り
て
、
な
か

の
少
な
る
水
の
色
を
と
り
、（
遍
ね
く
）
一
切
処
を
み
な
水
な
ら
し

め
る
な
り
。
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⑺
「
火
一
切
処
」
は
、
前
の
八
背
捨
・
八
勝
処
に
還
り
て
、
な
か

の
少
な
る
火
の
色
を
と
り
、（
遍
ね
く
）
一
切
処
を
み
な
火
の
色
な

ら
し
め
る
な
り
。

　
　

⑻
「
風
一
切
処
」
は
、
前
の
八
背
捨
・
八
勝
処
に
還
り
て
、
な
か

の
少
な
る
風
の
色
を
と
り
、（
遍
ね
く
）
一
切
処
を
み
な
風
の
色
な

ら
し
め
る
な
り
。

　
　

⑼
「
空
一
切
処
」
は
、
前
の
（
無
色
界
で
実
践
さ
れ
る
四
無
色
定

の
う
ち
、
最
下
位
の
空
無
辺
処
定
に
あ
た
る
）
虚
空
背
捨
の
定
に
還

り
て
、
な
か
に
入
り
（
遍
ね
く
）
一
切
処
を
み
な
空
な
ら
し
め
る
な

り
。

　
　

⑽
「
識
一
切
処
」
は
、
前
の
（
無
色
界
の
四
無
色
定
の
う
ち
、
下

位
か
ら
二
番
目
の
識
無
辺
処
定
に
あ
た
る
）
識
処
背
捨
に
還
り
て
、

な
か
に
入
り
（
遍
ね
く
）
一
切
処
を
み
な
識
を
有あ

ら
し
め
る
な
り
。

　
　

第
一
の
「
青
一
切
処
」
は
、「
前
の
八
背
捨
・
八
勝
処
に
還
り

て
、
な
か
の
少
な
る
青
の
色
を
と
り
、
遍
ね
く
一
切
処
を
み
な
青
な

ら
し
め
る
な
り
。」
と
あ
る
。

　
　
「
還
り
て
」
は
、
十
一
切
処
の
修
行
法
に
先
立
つ
、
八
背
捨
と
八

勝
処
の
修
行
法
に
立
ち
戻
っ
て
、
修
行
実
践
す
る
こ
と
を
い
う
。

　
　
「
少
な
る
青
の
色
」
は
、
先
の
八
背
捨
や
八
勝
処
の
修
行
実
践
の

中
で
、
対
象
の
一
つ
一
つ
に
対
す
る
執
著
心
を
断
っ
た
が
、
そ
の
中

で
未
だ
残
る
少
分
の
青
の
色
に
対
す
る
執
著
心
を
い
う
。

　
　
「
と
る
」
は
、
観
禅
の
対
象
と
す
る
こ
と
を
い
う
。

　
　
「
一
切
処
」
は
、
観
想
す
る
宇
宙
世
界
の
全
部
を
い
う
。

　
　
「
遍
ね
く
」
は
、
遍
満
と
同
義
で
、「
遍
満
」
は
、
あ
ま
ね
く
行
き

渡
る
こ
と
を
い
う
。

　
　
「
青
な
ら
し
め
る
」
は
、
宇
宙
世
界
が
全
て
青
の
色
一
色
に
覆
わ

れ
る
こ
と
を
い
う
。

　
　

従
っ
て
、
⑴
「
青
一
切
処
」
は
、
八
背
捨
の
修
行
法
に
戻
り
、
続

い
て
八
勝
処
の
修
行
法
に
立
ち
戻
り
、
対
治
す
べ
き
対
象
の
中
に
個

別
に
僅
か
に
残
る
青
の
色
を
観
察
し
、
そ
の
青
の
色
が
宇
宙
世
界
に

く
ま
な
く
行
き
渡
っ
て
い
る
と
観
察
し
切
っ
て
、
主
観
が
入
り
込
ま

な
い
境
地
を
成
就
す
る
。
こ
の
境
地
は
、
宇
宙
世
界
を
青
一
色
に

観み

、
対
象
の
一
々
に
つ
い
て
個
別
に
青
の
色
を
観
て
い
な
い
。
こ
う

し
て
青
の
色
に
は
固
定
的
不
変
的
な
独
自
の
実
体
が
な
い
と
、
青
の

色
に
対
す
る
執
著
の
心
を
断
っ
て
い
く
。

　
　

同
様
に
、
⑵
「
黄
一
切
処
」
は
、
八
背
捨
の
修
行
法
に
戻
り
、
続

い
て
八
勝
処
の
修
行
法
に
立
ち
戻
り
、
対
治
す
べ
き
対
象
の
中
に
個

別
に
僅
か
に
残
る
黄
の
色
を
観
察
し
、
そ
の
黄
の
色
が
宇
宙
世
界
に

く
ま
な
く
行
き
渡
っ
て
い
る
と
観
察
し
切
っ
て
、
主
観
が
入
り
込
ま

な
い
境
地
を
成
就
す
る
。
こ
の
境
地
は
、
宇
宙
世
界
を
黄
一
色
に

観
、
対
象
の
一
々
に
つ
い
て
個
別
に
黄
の
色
を
観
て
い
な
い
。
こ
う

し
て
黄
の
色
に
は
固
定
的
不
変
的
な
独
自
の
実
体
が
な
い
と
、
黄
の

色
に
対
す
る
執
著
の
心
を
断
っ
て
い
く
。

　
　

⑶
「
赤
一
切
処
」
は
、
八
背
捨
の
修
行
法
に
戻
り
、
続
い
て
八
勝

処
の
修
行
法
に
立
ち
戻
り
、
対
治
す
べ
き
対
象
の
中
に
個
別
に
僅
か

に
残
る
赤
の
色
を
観
察
し
、
そ
の
赤
の
色
が
宇
宙
世
界
に
く
ま
な
く
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行
き
渡
っ
て
い
る
と
観
察
し
切
っ
て
、
主
観
が
入
り
込
ま
な
い
境
地

を
成
就
す
る
。
こ
の
境
地
は
、
宇
宙
世
界
を
赤
一
色
に
観
、
対
象
の

一
々
に
つ
い
て
個
別
に
赤
の
色
を
観
て
い
な
い
。
こ
う
し
て
赤
の
色

に
は
固
定
的
不
変
的
な
独
自
の
実
体
が
な
い
と
、
赤
の
色
に
対
す
る

執
著
の
心
を
断
っ
て
い
く
。

　
　

⑷
「
白
一
切
処
」
は
、
八
背
捨
の
修
行
法
に
戻
り
、
続
い
て
八
勝

処
の
修
行
法
に
立
ち
戻
り
、
対
治
す
べ
き
対
象
の
中
に
個
別
に
僅
か

に
残
る
白
の
色
を
観
察
し
、
そ
の
白
の
色
が
宇
宙
世
界
に
く
ま
な
く

行
き
渡
っ
て
い
る
と
観
察
し
切
っ
て
、
主
観
が
入
り
込
ま
な
い
境
地

を
成
就
す
る
。
こ
の
境
地
は
、
宇
宙
世
界
を
白
一
色
に
観
、
対
象
の

一
々
に
つ
い
て
個
別
に
白
の
色
を
観
て
い
な
い
。
こ
う
し
て
白
の
色

に
は
固
定
的
不
変
的
な
独
自
の
実
体
が
な
い
と
、
白
の
色
に
対
す
る

執
著
の
心
を
断
っ
て
い
く
。

　
　

宇
宙
世
界
全
体
を
青
・
黄
・
赤
・
白
と
抽
象
的
に
観
て
、
一
切
の

執
著
を
超
え
て
い
く
の
が
、
青
一
切
処
・
黄
一
切
処
・
赤
一
切
処
・

白
一
切
処
の
修
行
法
で
あ
る
が
、
五
番
目
以
後
の
一
切
処
で
は
、
現

象
世
界
に
現
象
す
る
大
地
・
水
・
火
・
風
を
眼
前
に
据
え
て
、
固
定

的
不
変
的
な
独
自
の
実
体
が
な
い
と
観
察
し
、
そ
の
執
著
心
を
超
え

て
い
く
。

　
　

つ
ま
り
、
⑸
「
地
一
切
処
」
は
、
八
背
捨
の
修
行
法
に
戻
り
、
続

い
て
八
勝
処
の
修
行
法
に
立
ち
戻
り
、
対
治
す
べ
き
対
象
の
中
に
個

別
に
僅
か
に
残
る
大
地
の
色
を
観
察
し
、
そ
の
大
地
の
色
が
宇
宙
世

界
に
く
ま
な
く
行
き
渡
っ
て
い
る
と
観
察
し
切
っ
て
、
主
観
が
入
り

込
ま
な
い
境
地
を
成
就
す
る
。
こ
の
境
地
は
、
宇
宙
世
界
を
大
地
一

色
に
観
、
対
象
の
一
々
に
つ
い
て
個
別
に
大
地
の
色
を
観
て
い
な

い
。
こ
う
し
て
大
地
の
色
に
は
固
定
的
不
変
的
な
独
自
の
実
体
が
な

い
と
、
大
地
の
色
に
対
す
る
執
著
の
心
を
断
っ
て
い
く
。

　
　

⑹
「
水
一
切
処
」
は
、
八
背
捨
の
修
行
法
に
戻
り
、
続
い
て
八
勝

処
の
修
行
法
に
立
ち
戻
り
、
対
治
す
べ
き
対
象
の
中
に
個
別
に
僅
か

に
残
る
水
の
色
を
観
察
し
、
そ
の
水
の
色
が
宇
宙
世
界
に
く
ま
な
く

行
き
渡
っ
て
い
る
と
観
察
し
切
っ
て
、
主
観
が
入
り
込
ま
な
い
境
地

を
成
就
す
る
。
こ
の
境
地
は
、
宇
宙
世
界
を
水
一
色
に
観
、
対
象
の

一
々
に
つ
い
て
個
別
に
水
の
色
を
観
て
い
な
い
。
こ
う
し
て
水
の
色

に
は
固
定
的
不
変
的
な
独
自
の
実
体
が
な
い
と
、
水
の
色
に
対
す
る

執
著
の
心
を
断
っ
て
い
く
。

　
　

⑺
「
火
一
切
処
」
は
、
八
背
捨
の
修
行
法
に
戻
り
、
続
い
て
八
勝

処
の
修
行
法
に
立
ち
戻
り
、
対
治
す
べ
き
対
象
の
中
に
個
別
に
僅
か

に
残
る
火
の
色
を
観
察
し
、
そ
の
火
の
色
が
宇
宙
世
界
に
く
ま
な
く

行
き
渡
っ
て
い
る
と
観
察
し
切
っ
て
、
主
観
が
入
り
込
ま
な
い
境
地

を
成
就
す
る
。
こ
の
境
地
は
、
宇
宙
世
界
を
火
一
色
に
観
、
対
象
の

一
々
に
つ
い
て
個
別
に
火
の
色
を
観
て
い
な
い
。
こ
う
し
て
火
の
色

に
は
固
定
的
不
変
的
な
独
自
の
実
体
が
な
い
と
、
火
の
色
に
対
す
る

執
著
の
心
を
断
っ
て
い
く
。

　
　

⑻
「
風
一
切
処
」
は
、
八
背
捨
の
修
行
法
に
戻
り
、
続
い
て
八
勝

処
の
修
行
法
に
立
ち
戻
り
、
対
治
す
べ
き
対
象
の
中
に
個
別
に
僅
か

に
残
る
風
の
色
を
観
察
し
、
そ
の
風
の
色
が
宇
宙
世
界
に
く
ま
な
く
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行
き
渡
っ
て
い
る
と
観
察
し
切
っ
て
、
主
観
が
入
り
込
ま
な
い
境
地

を
成
就
す
る
。
こ
の
境
地
は
、
宇
宙
世
界
を
風
一
色
に
観
、
対
象
の

一
々
に
つ
い
て
個
別
に
風
の
色
を
観
て
い
な
い
。
こ
う
し
て
風
の
色

に
は
固
定
的
不
変
的
な
独
自
の
実
体
が
な
い
と
、
風
の
色
に
対
す
る

執
著
の
心
を
断
っ
て
い
く
。

　
　

第
九
以
降
の
段
階
は
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
　

⑼
「
空
一
切
処
」
は
、
八
背
捨
の
第
四
の
虚
空
背
捨
の
禅
定
に
入

り
、
そ
の
禅
定
の
中
で
虚
空
を
観
察
し
、
無
色
界
の
第
一
の
物
質
的

な
相
の
束
縛
を
全
て
滅
し
、
形
あ
る
も
の
か
ら
精
神
の
み
の
世
界
に

至
る
「
空
無
辺
処
定
」
に
入
り
、
虚
空
に
は
遮さ
え
ぎ

る
も
の
は
何
も
な

い
と
観
想
し
、
虚
空
に
は
固
定
的
不
変
的
な
独
自
の
実
体
が
な
い
と

明
ら
か
に
観
想
し
、
虚
空
に
対
す
る
執
著
の
心
を
断
っ
て
い
く
。

　
　

最
後
に
⑽
「
識
一
切
処
」
は
、
八
背
捨
の
第
五
の
識
処
背
捨
の
禅

定
に
入
り
、
そ
の
禅
定
の
中
で
、
無
色
界
の
第
二
の
心
の
作
用
で
あ

る
「
識
」
が
、
対
象
に
個
別
に
色
を
つ
け
る
分
別
心
を
絶
し
、
識
が

宇
宙
世
界
全
て
に
行
き
渡
っ
て
無
限
で
あ
る
と
認
識
す
る
「
識
無
辺

処
定
」
に
入
り
、
識
に
は
遮
る
も
の
は
何
も
な
い
と
観
想
し
、
識
に

は
固
定
的
不
変
的
な
独
自
の
実
体
が
な
い
と
明
ら
か
に
観
想
し
、
全

て
の
事
象
に
対
す
る
執
著
の
心
を
断
っ
て
い
く
。

　
　

こ
の
よ
う
に
一
切
処
の
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
で
、
必
要
に
応
じ
て
八

背
捨
に
戻
り
、
八
勝
処
に
立
ち
戻
り
、
そ
の
段
階
の
悟
り
の
境
地
を

足
場
に
し
て
、
青
一
切
処
か
ら
風
一
切
処
ま
で
色
を
観
察
し
、
宇
宙

世
界
は
青
一
色
、
黄
一
色
、
赤
一
色
、
白
一
色
、
地
一
色
、
水
一

色
、
火
一
色
、
風
一
色
で
あ
る
と
観
察
し
、
観
察
し
た
対
象
は
実
体

が
な
い
と
観
察
し
切
っ
て
、
一
切
処
は
空
で
あ
り
、
識
で
あ
り
、
執

著
す
べ
き
も
の
は
な
い
と
い
う
境
地
に
至
る
。

　
　
「
禅
定
の
な
か
の
色
心
を
広
く
、
普
遍
せ
し
め
ん
と
欲
す
る
」
の

「
禅
定
の
な
か
」
は
、
青
一
切
処
・
黄
一
切
処
に
始
ま
り
識
一
切
処

に
至
る
、
十
一
切
処
の
個
々
の
禅
定
を
い
い
、「
色
心
」
は
、
物
質

と
精
神
を
い
い
、「
普
遍
」
は
、
広
く
ゆ
き
わ
た
る
こ
と
、
全
体
に

通
じ
る
こ
と
を
い
う
。
従
っ
て
、
青
一
切
処
・
黄
一
切
処
に
始
ま
り

識
一
切
処
に
至
る
、
十
一
切
処
の
個
々
の
禅
定
の
中
で
、
執
著
の
心

を
断
っ
た
物
質
と
精
神
と
が
、
遍
く
宇
宙
世
界
に
行
き
渡
る
こ
と
を

い
う
。

参
考
│
│
「
仏
旗
」
に
つ
い
て

　
　
「
仏ぶ
っ
き旗

」
は
、「
仏
教
旗
」
と
も
い
い
、
後
述
す
る
よ
う
に
「
六ろ

っ

金こ
ん
じ
き
き

色
旗
」
と
も
、「
六
色
仏
旗
」
と
も
い
う
。
仏
旗
は
、
仏
教
徒
が

釈
尊
の
教
え
を
守
り
、
仏
の
道
を
歩
ん
で
行
く
時
の
「
大
い
な
る
旗

印
」
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

　
　

セ
イ
ロ
ン
（
ス
リ
ラ
ン
カ
）
の
コ
ロ
ン
ボ
で
開
催
さ
れ
た
第
一
回

世
界
仏
教
徒
会
議
に
お
い
て
、「
国
際
仏
教
旗
」
と
し
て
採
択
さ
れ

た
「
仏
旗
の
色
」
は
、
旗
の
左
側
か
ら
青
・
黄
・
赤
・
白
・
橙と
う

（
ダ

イ
ダ
イ
）
の
色
を
横
に
並
べ 

、
六
列
目
に
は
、
先
の
五
色
を
上
か

ら
下
へ
順
に
配
置
し
た
縞し
ま

模
様
の
六
色
か
ら
な
る
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
仏
旗
は
「
六
金
色
旗
」
と
も
、「
六
色
仏
旗
」
と
も
い
わ
れ
る
。

　
　

仏
旗
の
説
明
や
由
来
に
つ
い
て
、『
望
月
佛
教
大
辞
典
』
や
『
佛
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教
大
辞
彙い

』
な
ど
の
仏
教
辞
典
に
は
記
述
は
な
い
。
い
ま
は
、
仏
旗

発
祥
の
地
と
な
っ
た
ス
リ
ラ
ン
カ
仏
教
の
歴
史
に
つ
い
て
論
究
し

た
、
前
田
惠
學
氏
や
佐
藤
哲
朗
氏
ら
の
著
書
の
中
で
言
及
す
る
内
容

を
も
と
に
記
す
。

　
　

⑴ 

仏
旗
の
歴
史

　
　

仏
旗
の
元
と
な
る
「
旗
」
は
、
か
ね
て
よ
り
、
日
本
を
始
め
多
く

の
仏
教
国
で
独
自
に
掲
げ
ら
れ
て
き
た
が
、
仏
旗
が
正
式
に
制
定
さ

れ
た
の
は
、
二
千
五
百
年
以
上
あ
る
仏
教
の
歴
史
か
ら
み
れ
ば
、
ま

だ
日
は
浅
い
。

　
　

一
七
九
六
年
か
ら
一
九
四
八
年
の
長
期
に
わ
た
っ
て
イ
ギ
リ
ス
の

植
民
地
支
配
下
に
あ
っ
た
セ
イ
ロ
ン
（
ス
リ
ラ
ン
カ
）
の
人
々
の
生

活
は
、
非
常
に
逼ひ
っ
そ
く塞
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
ア
メ

リ
カ
の
退
役
軍
人
の
ヘ
ン
リ
ー
・
ス
テ
ィ
ー
ル
・
オ
ル
コ
ッ
ト
大
佐

（
一
八
三
二
―
一
九
〇
七
）
は
、
仏
教
徒
の
団
結
と
社
会
的
地
位
向

上
の
た
め
に
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
「
十
字
架
」
に
相
当
す
る
「
仏
教

徒
共
通
の
シ
ン
ボ
ル
」
が
必
要
だ
と
考
え
た
。

　
　

そ
こ
で
コ
ロ
ン
ボ
の
仏
教
徒
達
は
、
委
員
会
を
組
織
し
て
仏
教
徒

共
通
の
シ
ン
ボ
ル
の
デ
ザ
イ
ン
作
り
に
取
り
組
み
、
一
八
八
五
年
四

月
十
七
日
に
は
、
シ
ン
ハ
ラ
語
週
刊
新
聞
『
サ
ン
ダ
レ
ー
サ
』
紙
上

に
て
、「
新
し
い
仏
旗
」
が
発
表
さ
れ
た
。

　
　

翌
月
に
は
、
植
民
地
体
制
下
で
初
の
公
式
行
事
と
し
て
実
施
さ
れ

た
釈
尊
の
降ご
う
た
ん誕

・
成じ

ょ
う
ど
う道

・
般は

つ

涅ね
は
ん槃

の
三
つ
の
慶
事
を
一
度
に
祝
う

日
の
「
ウ
ェ
サ
ッ
ク
」
に
お
い
て
、
新
し
い
仏
旗
が
掲
揚
さ
れ
た
。

し
か
し
、
こ
の
時
の
仏
旗
は
、
ま
だ
長
い
幟の
ぼ
り

の
形
で
あ
っ
た
が
、

オ
ル
コ
ッ
ト
の
助
言
に
よ
っ
て
国
旗
の
形
式
に
整
え
ら
れ
、
一
八
八

六
年
か
ら
は
、
現
在
の
よ
う
な
形
の
仏
旗
に
確
定
す
る
に
至
っ
た
。

一
九
四
八
年
二
月
に
イ
ギ
リ
ス
の
支
配
か
ら
独
立
し
た
セ
イ
ロ
ン

は
、
一
九
五
〇
年
一
月
六
日
に
セ
イ
ロ
ン
（
ス
リ
ラ
ン
カ
）
共
和
国

を
発
足
さ
せ
た
。

　
　

本
旗
は
、
一
九
五
〇
年
五
月
に
コ
ロ
ン
ボ
で
開
催
さ
れ
た
世
界
仏

教
徒
連
盟
（
Ｗ
Ｆ
Ｂ
）
の
第
一
回
世
界
仏
教
徒
会
議
に
お
い
て
、
正

式
に
「
国
際
仏
教
旗
」
と
し
て
採
択
さ
れ
た
。
後
述
す
る
よ
う
に
国

際
仏
教
旗
と
し
て
採
択
さ
れ
た
「
旗
の
色
」
は
、
旗
の
左
側
か
ら

「
青
・
黄
・
赤
・
白
・
橙と
う

」
の
色
を
横
に
並
べ 

、
六
列
目
に
は
、
先

の
五
色
を
縦
に
上
か
ら
下
へ
順
に
並
べ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
　

し
か
し
、
昔
か
ら
日
本
で
は
、「
空
・
風
・
火
・
水
・
地
」
を
表

わ
す
「
青
（
緑
）・
黄
・
赤
・
白
・
黒
（
紫
）」
の
五
色
か
ら
な
る

「
仏
旗
」
を
用
い
て
い
た
が
、
一
九
五
四
年
十
月
に
福
井
県
永
平
寺

で
開
催
さ
れ
た
第
二
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
に
お
い
て
、
先
に
コ
ロ

ン
ボ
で
採
用
さ
れ
た
「
国
際
仏
教
旗
」
が
、
正
式
な
仏
旗
で
あ
る
と

決
定
し
た
。
日
本
で
は
常
に
、
仏
旗
を
掲
揚
し
て
い
る
寺
院
は
少
な

い
が
、
釈
尊
の
誕
生
を
祝
う
「
降
誕
会
」
や
、
新
し
い
住
職
が
初
め

て
そ
の
寺
に
入
寺
す
る
「
晋
山
式
」
な
ど
の
行
事
に
掲
げ
る
場
合
が

多
い
。

　
　

⑵ 

仏
旗
の
内
容

　
　

国
際
仏
教
旗
と
し
て
採
択
さ
れ
た
「
仏
旗
」
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
縦
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に
六
本
同
じ
幅
で
、
旗
の
左
側
か
ら
「
青
・
黄
・
赤
・
白
・
橙と

う

」
と

並
べ
、
右
側
の
列
は
上
か
ら
、
青
・
黄
・
赤
・
白
・
橙
で
あ
る
。
但

し
、
五
列
目
の
橙
色
と
六
列
目
の
下
端
の
橙
色
と
の
間
に
は
区
切
り

が
な
く
、
英
語
の
Ｌ
字
型
で
表
示
さ
れ
る
。

　
　

佐
藤
哲
朗
氏
に
よ
れ
ば
、
旗
の
色
の
典
拠
は
、『
南
伝
大
蔵
経
』

第
四
十
巻
な
い
し
第
四
十
一
巻
に
所
収
す
る
『
小
部
経
典
』
の
「
無

礙
解
道
」
に
あ
る
、
ブ
ッ
ダ
ガ
ヤ
の
菩
提
樹
下
で
悟
り
を
開
い
た
釈

尊
は
、
自
ら
の
身
体
か
ら
、
青
・
黄
・
赤
・
白
・
橙と
う

の
光
を
放
っ
た

と
い
う
記
述
が
あ
る
と
い
う
。
し
か
し
「
同
経
」
を
見
て
も
、
佐
藤

氏
が
主
張
す
る
内
容
を
確
認
で
き
な
い
。

　
　
「
同
経
」
の
大
品
・
第
一
智
論
（『
南
伝
大
蔵
経
』
二
四
・
二
〇

九
）
に
は
、
釈
尊
が
「
対つ
い
ぐ
じ

偶
示
導ど

う

智ち

」
と
い
う
、
釈
尊
の
智
慧
の
働

き
に
よ
っ
て
、
釈
尊
の
身
体
の
一
部
で
あ
る
上
身
や
前
身
、
あ
る
い

は
右
肩
や
右
手
な
ど
か
ら
も
、
猛
火
の
集
ま
り
で
あ
る
火か
じ
ゅ聚
を
出
せ

ば
、
逆
の
下
身
や
後
身
、
あ
る
い
は
左
肩
や
左
手
か
ら
は
水
が
流
れ

た
と
あ
り
、
こ
の
時
の
釈
尊
の
身
体
は
、
青
・
黄
・
赤
・
白
・
緋ひ

（
深
紅
色
）・
浄じ

ょ
う

（
清
ら
か
な
色
）
の
六
色
で
あ
っ
た
と
あ
る
。

従
っ
て
、
仏
旗
の
色
の
典
拠
は
、
こ
の
記
述
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ

る
と
推
測
す
る
。

　
　

但
し
、
現
行
の
「
仏
旗
」
が
、
青
・
黄
・
赤
・
白
・
橙
の
五
色
で

あ
る
の
に
対
し
て
、「
無
礙
解
道
」
に
説
く
青
・
黄
・
赤
・
白
・

緋
・
浄
が
六
色
で
あ
る
と
い
う
、
色
の
齟
齬
に
つ
い
て
、
日
本
の
仏

教
研
究
者
は
誰
も
述
べ
て
お
ら
ず
、
そ
の
経
緯
は
不
明
で
あ
る
。

　
　

ま
た
今
日
の
日
本
仏
教
で
は
、
一
部
の
僧
侶
が
法
話
の
際
に
、
仏

旗
の
典
拠
は
、『
南
本
涅
槃
経
』
巻
第
一
・
序
品
第
一
、
及
び
『
北

本
涅
槃
経
』
巻
第
一
・
寿
命
品
第
一
に
、
二
月
十
五
日
に
入
滅
す
る

釈
尊
が
、
そ
の
日
の
朝
、
眉
間
に
あ
る
白び
ゃ
く
ご
う毫
か
ら
、
青
色
や
黄
色

な
ど
の
光
を
放
っ
て
、
三
千
大
千
世
界
や
十
方
を
照
ら
し
た
と
あ
る

記
述
が
、
根
拠
で
あ
る
と
説
明
す
る
こ
と
が
あ
る
。

　
　
　

そ
の
時
に
世
尊
、
晨し
ん

朝ち
ょ
う

の
時
に
お
い
て
、
面
門
よ
り
種
種
の

光
を
放
つ
。
そ
の
明み
ょ
う
ざ
っ
し
き

雑
色
た
る
青
・
黄
・
赤
・
白
・
頗は

梨り

・

馬め
の
う碯
の
光
、
あ
ま
ね
く
こ
の
三
千
大
千
の
仏
の
世
界
を
照
ら

す
。
な
い
し
十
方
も
ま
た
ま
た
か
く
の
ご
と
し
。　
（『
大
正

蔵
』
一
二
・
六
〇
五
ａ
・
三
六
五
ｃ
）

　
　

し
か
し
、
こ
れ
は
大
乗
経
典
の
『
大
般
涅
槃
経
』
に
基
づ
い
た
説

明
で
あ
り
、
本
旗
を
発
案
し
た
オ
ル
コ
ッ
ト
が
上
座
仏
教
圏
の
ス
リ

ラ
ン
カ
に
滞
在
し
た
こ
と
や
、
本
旗
の
採
用
が
同
国
を
開
催
地
と
し

た
第
一
回
世
界
仏
教
徒
会
議
で
決
議
さ
れ
た
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、

後
代
に
な
っ
て
主
張
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　

ま
た
「
財
団
法
人
全
日
本
仏
教
会
」
に
よ
れ
ば
、
仏
旗
の
そ
れ
ぞ

れ
の
色
に
つ
い
て
、
一
般
的
に
次
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
る
こ
と
が
あ

る
と
い
う
。

　
　
「
青
」
は
、
釈
尊
の
髪
の
毛
の
色
で
、
心
乱
さ
ず
力
強
く
生
き
抜

く
力
の
「
定じ
ょ
う
こ
ん根

」
を
表
わ
す
。

　
　
「
黄
」
は
、
燦さ
ん
ぜ
ん然

と
輝
く
釈
尊
の
身
体
で
、
豊
か
な
確
固
と
し
た

揺
る
ぎ
な
い
性
質
で
あ
る
「
金
剛
」
を
表
わ
す
。
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「
赤
」
は
、
釈
尊
の
情
熱
が
ほ
と
ば
し
る
血
液
の
色
で
、
大
い
な

る
慈
悲
の
心
で
人
々
を
救
済
す
る
こ
と
が
、
止
ま
る
こ
と
の
な
い
働

き
で
あ
る
「
精
進
」
を
表
わ
す
。

　
　
「
白
」
は
、
釈
尊
が
説
法
す
る
歯
の
色
を
表
わ
し
、
清
純
な
心
で

諸
々
の
悪
業
や
、
煩
悩
の
苦
し
み
を
清
め
る
「
清
浄
」
を
表
わ
す
。

　
　
「
橙と
う

」
は
、
釈
尊
の
聖
な
る
身
体
を
包
む
袈
裟
の
色
で
、
あ
ら
ゆ

る
侮
辱
や
迫
害
、
誘
惑
な
ど
に
よ
く
耐
え
て
怒
ら
ぬ
「
忍
辱
」
を
表

わ
す
。

　
〔
鈴
木
正ま
さ
た
か崇

『
ス
リ
ラ
ン
カ
の
宗
教
と
社
会
』（
六
二
一
頁
、
春
秋

社
、
一
九
九
六
年
二
月
）。
リ
チ
ャ
ー
ド
・
Ｆ
・
ゴ
ン
ブ
リ
ッ
チ

著
・
森
祖
道
他
訳
『
イ
ン
ド
・
ス
リ
ラ
ン
カ
上
座
仏
教
史
』（
三
一

〇
頁
、
春
秋
社
、
二
〇
〇
五
年
三
月
）。
前
田
惠
學
『
現
代
ス
リ
ラ

ン
カ
の
上
座
仏
教
』（
四
八
〇
頁
、
山
喜
房
佛
書
林
、
二
〇
〇
六
年

五
月
）。
佐
藤
哲
朗
『
大
ア
ジ
ア
思
想
活
劇
』（
一
〇
九
頁
、
サ
ン

ガ
、
二
〇
〇
八
年
九
月
）。
財
団
創
立
五
十
周
年
記
念
実
行
委
員
会

記
念
誌
編
纂
部
会
『
財
団
創
立
五
十
周
年
記
念
』（
一
三
一
頁
、
財

団
法
人
全
日
本
仏
教
会
、
二
〇
〇
九
年
一
〇
月
）。〕

（
21
） 

な
い
し
、
六
神
通
を
修
す
る
も
、
こ
れ
観
禅
の
摂
に
よ
る
＝

「
な
い
し
」
は
、
Ａ
か
ら
Ｚ
に
至
る
ま
で
、
Ａ
と
Ｚ
と
の
中
間
で
あ

る
Ｂ
か
ら
Ｙ
を
略
し
て
い
る
こ
と
を
い
う
。『
次
第
禅
門
』
の
入
門

書
と
し
て
、
智
顗
の
前
期
時
代
（
五
三
八
―
五
八
四
）
後
半
に
成
立

し
た
『
法
界
次
第
初
門
』
巻
中
之
上
（『
大
正
蔵
』
四
六
・
六
七
五

ｂ
―
六
七
九
ａ
）
で
は
、
九
想
・
八
念
・
十
想
・
八
背
捨
・
八
勝

処
・
十
一
切
処
・
十
四
変
化
・
六
神
通
の
順
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
味

内
容
を
説
い
て
い
る
。
従
っ
て
、
こ
こ
の
「
な
い
し
」
は
、
十
四
変

化
が
省
略
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
る
。

　
　
「
十
四
変
化
」
は
、
十
四
変
化
心
と
も
、
十
四
化
心
と
も
い
う
。

食
欲
や
婬
欲
や
睡
眠
欲
を
断
じ
て
、
全
て
清
浄
な
物
質
的
な
世
界
で

あ
る
「
色
界
」
の
第
四
禅
天
の
境
地
に
あ
る
人
が
、
他
の
境
地
に
変

化
す
る
十
四
種
の
類
型
を
い
う
。
具
体
的
に
は
、
後
出
の
参
考
の
項

を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
　
「
六
神
通
」
は
、
六
通
と
も
い
う
。
人
間
が
本
来
具
え
て
い
る
無

礙
自
在
で
不
可
思
議
な
力
で
あ
る
が
、
修
禅
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
開

発
さ
れ
る
仏
と
菩
薩
の
六
種
類
の
は
た
ら
き
を
い
う
。
六
種
の
不
可

思
議
な
は
た
ら
き
は
、
神
足
通
・
天
眼
通
・
天
耳
通
・
他
心
通
・
宿

命
通
・
漏
尽
通
を
い
う
。

　
　

⑴
神
足
通
は
、
神
境
智
証
通
・
神
境
通
・
身
如
意
通
・
如
意
通
・

身
通
と
も
い
う
。
あ
ら
ゆ
る
場
所
に
自
在
に
往
来
す
る
こ
と
が
で
き

る
通
力
を
い
う
。

　
　

⑵
天
眼
通
は
、
天
眼
智
証
通
・
天
眼
智
通
と
も
い
う
。
世
間
の
全

て
の
遠
近
、
苦
楽
、
粗
細
な
ど
を
見
通
す
こ
と
、
肉
眼
で
は
見
え
な

い
も
の
を
観
る
通
力
を
い
う
。

　
　

⑶
天
耳
通
は
、
天
耳
智
証
通
・
天
耳
智
通
と
も
い
う
。
世
間
の
全

て
の
言
語
や
音
声
を
自
在
に
聞
く
こ
と
が
で
き
る
通
力
を
い
う
。

　
　

⑷
他
心
通
は
、
他
心
智
証
通
・
知
他
心
通
と
も
い
う
。
他
人
が
心

中
に
思
う
善
悪
を
、
こ
と
ご
と
く
知
る
通
力
で
あ
る
他
心
徹て
っ
か
ん鑒
力
を
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い
う
。

　
　

⑸
宿
命
通
は
、
宿
住
随
念
智
証
通
・
宿
住
智
通
・
識
宿
命
通
と
も

い
う
。
自
分
は
も
ち
ろ
ん
他
人
の
過
去
世
の
生
存
の
状
態
を
こ
と
ご

と
く
知
る
通
力
を
い
う
。

　
　

⑹
漏
尽
通
は
、
漏
尽
智
証
通
と
も
い
う
。
煩
悩
を
全
て
断
っ
て
、

二
度
と
迷
界
に
生
ま
れ
な
い
こ
と
を
悟
る
通
力
を
い
う
。

　
　

な
お
、
仏
と
阿
羅
漢
が
具
え
る
神
足
通
・
天
眼
通
・
漏
尽
通
の
三

通
は
、
特
に
勝
れ
た
は
た
ら
き
を
す
る
か
ら
、
六
神
通
の
中
か
ら
三

つ
を
別
出
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
を
神
足
明
・
天
眼
明
・
漏
尽
明
と
し
、

こ
れ
を
「
三
明
」
と
い
う
。

　
　
「
修
す
る
」
は
、
一
般
的
に
は
、
学
ぶ
こ
と
、
習
う
こ
と
を
い

う
。
こ
こ
で
は
、
自
然
に
開
発
さ
れ
て
、
身
に
具
え
る
こ
と
を
い

う
。

　
　
「
観
禅
」
は
、
対
象
を
智
慧
を
も
っ
て
ゆ
っ
く
り
と
己
の
心
を
観

察
し
、
対
象
と
な
る
も
の
の
本
質
を
知
り
、
そ
れ
に
執
著
す
る
心
を

対
治
す
る
こ
と
を
い
う
。
具
体
的
に
は
、
不
浄
観
の
一
種
で
あ
る

「
九
想
観
」
を
実
践
し
て
、
不
浄
観
の
対
象
と
な
る
死
体
を
観
察
し

て
、
肉
体
へ
の
執
著
や
、
美
な
る
対
象
に
対
す
る
貪
り
の
念
や
、
婬

欲
を
対
治
す
る
た
め
に
実
践
す
る
修
行
法
を
い
う
。

　
　
「
摂
」
は
、「
し
ょ
う
」
と
訓
む
。
一
般
的
に
は
、
手
に
持
つ
こ

と
、
引
き
寄
せ
る
こ
と
、
兼
ね
る
こ
と
を
い
う
。
こ
こ
で
は
、
総
括

し
網
羅
し
内
包
す
る
こ
と
を
い
う
。

参
考
│
│
「
十
四
変
化
」
に
つ
い
て

　
　
「
十
四
変
化
」
は
、
十
四
変
化
心
と
も
、
十
四
化
心
と
も
い
う
。

　
　

十
四
変
化
は
、
食
欲
や
婬
欲
や
睡
眠
欲
を
断
じ
て
、
全
て
清
浄
な

物
質
的
な
世
界
で
あ
る
「
色
界
」
の
第
四
禅
天
の
境
地
に
あ
る
人

が
、
他
の
境
地
に
変
化
す
る
十
四
種
の
類
型
を
い
う
。
な
お

「
変へ
ん
げ化

」
と
は
、
神
通
力
に
よ
っ
て
、
忽
然
と
姿
や
形
を
表
わ
し
、

忽
然
と
姿
や
形
を
滅
す
る
こ
と
を
い
う
。

　
　

凡
夫
ま
た
は
聖
者
が
、
色
界
四
禅
の
初
禅
か
ら
第
四
禅
ま
で
の
根

本
定
を
修
め
て
、「
六
神
通
」
の
な
か
の
「
神
足
通
（
神
境
通
）」
を

得
て
、
こ
れ
を
所
依
と
し
て
、
欲
界
と
色
界
の
種
々
の
事
象
を
変
化

す
る
場
合
、
そ
の
心
（
能
変
化
心
）
は
、
自
地
と
下
地
と
に
対
し
て

の
み
働
き
が
あ
る
か
ら
、
合
わ
せ
て
十
四
心
が
あ
り
、
こ
れ
を
十
四

変
化
と
も
、
十
四
変
化
心
と
も
、
十
四
化
心
と
も
い
う
。

　
　

十
四
変
化
は
、
初
禅
の
二
変
化
、
第
二
禅
の
三
変
化
、
第
三
禅
の

四
変
化
、
第
四
禅
の
五
変
化
か
ら
な
る
。

　
　

⑴
初
禅
に
は
、
初
禅
天
の
事
象
を
変
化
す
る
心
の
「
初
禅
化
」

と
、
欲
界
の
事
象
を
変
化
す
る
心
の
「
欲
界
化
」
と
の
二
つ
が
あ

る
。

　
　

⑵
第
二
禅
に
は
、
二
禅
天
の
事
象
を
変
化
す
る
心
の
「
二
禅
化
」

と
、
初
禅
天
の
事
象
を
変
化
す
る
心
の
「
初
禅
化
」
と
、
欲
界
の
事

象
を
変
化
す
る
心
の
「
欲
界
化
」
と
の
三
つ
が
あ
る
。

　
　

⑶
第
三
禅
に
は
、
三
禅
天
の
事
象
を
変
化
す
る
心
の
「
三
禅
化
」

と
、
二
禅
天
の
事
象
を
変
化
す
る
心
の
「
二
禅
化
」
と
、
初
禅
天
の

事
象
を
変
化
す
る
心
の
「
初
禅
化
」
と
、
欲
界
の
事
象
を
変
化
す
る
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心
の
「
欲
界
化
」
と
の
四
つ
が
あ
る
。

　
　

⑷
第
四
禅
に
は
、
四
禅
天
の
事
象
を
変
化
す
る
心
の
「
四
禅
化
」

と
、
三
禅
天
の
事
象
を
変
化
す
る
心
の
「
三
禅
化
」
と
、
二
禅
天
の

事
象
を
変
化
す
る
心
の
「
二
禅
化
」
と
、
初
禅
天
の
事
象
を
変
化
す

る
心
の
「
初
禅
化
」
と
、
欲
界
の
事
象
を
変
化
す
る
心
の
「
欲
界

化
」
と
の
五
つ
が
あ
り
、
以
上
を
合
算
す
る
と
、
十
四
変
化
（
十
四

変
化
心
・
十
四
化
心
）
と
な
る
。

（
22
） 

次
に
、
練
禅
を
明
か
さ
ば
、
す
な
わ
ち
こ
れ
九
次
第
定
な
り
＝

「
練
禅
」
は
、
錬
禅
と
も
書
く
。
智
顗
が
『
大
智
度
論
』
を
基
に
し

て
創
設
し
た
禅
を
い
う
。
具
体
的
に
は
、
後
出
の
参
考
の
項
を
参
照

さ
れ
た
い
。

　
　

な
お
、「
練
禅
」
の
「
練
」
は
、
生き
い
と糸
や
布
を
灰あ

く汁
で
煮
て
白
く

柔
ら
か
く
す
る
こ
と
、
習
熟
さ
せ
る
こ
と
を
い
う
。
ま
た
「
錬
禅
」

の
「
錬
」
は
、
鍛
え
て
質
を
よ
く
す
る
こ
と
、
練
っ
て
精
巧
な
も
の

に
す
る
こ
と
、
金
属
を
溶
か
し
て
練
り
鍛
え
る
こ
と
、
金
属
に
焼
き

を
入
れ
る
こ
と
を
い
う
。
従
っ
て
、「
練
禅
」
は
、
よ
く
鍛
え
て

練
っ
て
精
巧
な
も
の
に
す
る
禅
を
い
う
。

　
　
「
九
次
第
定
」
は
、
四
禅
・
四
空
処
定
・
滅
受
想
定
の
九
種
類
の

禅
定
が
、
智
慧
が
深
ま
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
間か
ん
だ
ん断
な
く
相
続
し
て
、

浅
い
も
の
か
ら
深
い
も
の
へ
と
次
第
に
、
一
定
か
ら
一
定
へ
と
進
み

入
る
こ
と
を
い
う
。
具
体
的
に
は
、
⑴
初
禅
次
第
定
、
⑵
二
禅
次
第

定
、
⑶
三
禅
次
第
定
、
⑷
四
禅
次
第
定
、
⑸
虚
空
定
次
第
定
、
⑹
識

処
定
次
第
定
、
⑺
無
処
有
処
定
次
第
定
、
⑻
非
有
想
非
無
想
定
次
第

定
、
⑼
滅
受
想
定
次
第
定
の
九
種
類
を
い
う
。

参
考
│
│
「
練
（
錬
）
禅
」
に
つ
い
て

　
　

望
月
信し
ん

亨こ
う

氏
の
『
望
月
佛
教
大
辞
典
』
第
一
巻
（
八
三
〇
頁
、
世

界
聖
典
刊
行
協
会
、
一
九
六
五
年
一
〇
月
）
に
は
、「
観
練
熏
修
」

の
説
明
と
関
連
し
て
「
錬
禅
」
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
　

練
禅
と
は
、
無
漏
禅
を
も
っ
て
諸
の
有
漏
味
禅
を
練
し
、
そ
の

滓し

え穢
を
除
き
て
、
み
な
清
浄
な
ら
し
む
る
こ
と
、
な
お
錬
金
術

の
法
の
ご
と
く
な
る
を
い
う
。
九
次
第
定
の
ご
と
き
こ
れ
な

り
。
た
だ
し
阿
毘
曇
熏く
ん

禅ぜ
ん

の
法
も
、
ま
た
無
漏
を
も
っ
て
有
漏

を
練
す
と
い
え
ど
も
、
か
れ
は
た
だ
四
禅
を
練
す
る
の
み
に
し

て
、
無
色
界
に
及
ば
ず
。
い
ま
は
初
禅
よ
り
な
い
し
非
想
（
非

非
想
処
定
）
こ
と
ご
と
く
み
な
こ
れ
を
練
し
、
一
切
諸
禅
を
し

て
清し
ょ
う
じ
ょ
う
じ
ょ
う

浄
調
柔に

ゅ
う

に
し
て
功
徳
を
増
益
せ
し
む
る
を
果
と
な

す
。

　

と
あ
る
。
ま
た
、
中
村
元
氏
の
『
広
説
仏
教
語
辞
典
』
下
巻
（
一
七

五
五
頁
、
東
京
書
籍
、
二
〇
〇
一
年
六
月
）
に
は
、「
錬
禅
」
の
説

明
を
次
の
よ
う
に
記
す
。

　
　
　

錬
禅
は
練
禅
と
も
書
く
。
観
・
練
・
熏
・
修じ
ゅ
う

の
四
種
禅
の
第

二
。
四
禅
・
四
無
色
定
・
滅
尽
定
の
九
次
第
定
を
い
う
。

　

と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
両
辞
書
と
も
に
、
練
禅
は
観
・
練
・
熏
・
修

の
四
種
禅
の
う
ち
第
二
禅
の
練
禅
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
、
九
次
第

定
が
練
禅
で
あ
る
と
記
し
て
い
る
。

　
　

本
項
で
は
、
練
禅
の
意
味
内
容
を
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
、
智
顗
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の
前
期
時
代
（
五
三
八
―
五
八
四
・
一
―
四
七
歳
）
に
お
け
る
教
学

の
基
に
な
っ
た
『
大
智
度
論
』
で
は
、
練
禅
を
ど
の
よ
う
に
説
い
て

い
る
か
と
、『
同
書
』
の
文
を
受
け
て
智
顗
は
、
自
ら
の
著
述
で
練

禅
を
ど
の
よ
う
に
定
義
し
て
い
る
か
、
の
二
面
か
ら
考
察
す
る
。

㈠
『
大
智
度
論
』
を
中
心
に

　
　

鳩
摩
羅
什
（
三
四
四
―
四
一
三
・
三
五
〇
―
四
〇
九
）
訳
の
『
大

智
度
論
』
に
は
、「
練
禅
」
と
い
う
言
葉
は
一
箇
所
に
説
く
の
み
で

あ
る
。『
同
書
』
巻
第
十
七
・
釈
初
品
中
禅
波
羅
蜜
第
二
十
八
（『
大

正
蔵
』
二
五
・
一
八
七
ｂ
）
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
　

四
禅
の
中
に
練
法
あ
り
。
無
漏
を
も
っ
て
有
漏
を
練ね

る
が
故

に
。
四
禅
に
心
、
自
在
な
る
こ
と
を
得
。
よ
く
無
漏
の
第
四
禅

を
も
っ
て
、
有
漏
の
第
四
禅
を
練
り
、
し
か
る
後
に
第
三

（
禅
）・
第
二
（
禅
）・
第
一
禅
は
み
な
自
地
の
無
漏
を
も
っ

て
、
自
地
の
有
漏
を
練
る
。
問
う
て
い
わ
く
、
何
を
も
っ
て
練

禅
と
名
づ
く
る
や
。
答
え
て
い
わ
く
、
諸
の
聖し

ょ
う
に
ん人

は
、
無
漏

定
を
楽
し
み
、
有
漏
（
定
）
を
楽
し
ま
ず
。
欲
を
離
れ
る
時
、

浄
有
漏
を
楽
し
ま
ず
し
て
自
得
し
、
今
は
そ
の
滓し

え穢
を
除
か
ん

と
欲
す
る
が
故
に
、
無
漏
を
も
っ
て
こ
れ
を
練
る
。
喩
え
ば
、

金
を
練
っ
て
そ
の
穢
を
去
る
が
ご
と
し
。
無
漏
も
て
有
漏
を
練

る
も
ま
た
ま
た
か
く
の
ご
と
し
。
無
漏
禅
よ
り
起
こ
り
て
、
浄

禅
に
入
り
、
か
く
の
ご
と
く
し
ば
し
ば
す
。
こ
れ
を
名
づ
け
て

練
る
と
な
す
。

　

と
あ
る
。
い
ま
は
、
右
の
引
用
文
の
大
意
を
記
せ
ば
、
次
の
通
り
で

あ
る
。

　
　

欲
界
の
迷
い
を
超
え
て
、
色
界
に
生
じ
る
四
段
階
の
禅
定
で
あ
る

四
禅
の
う
ち
、
第
四
禅
・
第
三
禅
・
第
二
禅
・
初
禅
（
第
一
禅
）
か

ら
な
る
そ
れ
ぞ
れ
の
無
漏
の
禅
を
用
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
有
漏
の
禅

に
残
る
滓
穢
を
除
去
し
て
練
り
上
げ
て
い
く
「
練
法
」
と
名
づ
け
る

修
行
実
践
法
が
あ
る
。
練
法
を
実
践
す
る
目
的
は
、
四
禅
に
自
由
を

得
る
た
め
で
あ
る
。
練
法
の
具
体
的
な
方
法
に
つ
い
て
は
、
色
界
の

四
禅
の
う
ち
、
無
漏
の
第
四
禅
を
用
い
て
有
漏
の
第
四
禅
を
練
り
、

第
三
禅
の
う
ち
、
無
漏
の
第
三
禅
を
用
い
て
有
漏
の
第
三
禅
を
練

り
、
第
二
禅
の
う
ち
、
無
漏
の
第
二
禅
を
用
い
て
有
漏
の
第
二
禅
を

練
り
、
初
禅
の
う
ち
、
無
漏
の
初
禅
を
用
い
て
有
漏
の
初
禅
を
練
る

と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
禅
定
を
「
練
禅
」
と
い
う
。
多
く
の
聖
者

は
、
無
漏
定
の
み
を
好
ん
で
実
践
し
て
、
有
漏
定
を
好
ん
で
実
践
す

る
こ
と
は
な
い
。
菩
薩
を
目
指
す
修
行
者
は
、
欲
を
離
れ
る
時
、
浄

有
漏
を
楽
し
ま
ず
し
て
自
得
し
、
今
そ
の
滓
穢
を
除
こ
う
と
し
て
、

無
漏
で
こ
れ
を
練
る
。
喩
え
ば
、
金
物
職
人
が
、
金
属
を
精
製
す
る

と
き
に
金
属
を
打
ち
鍛
え
練
り
あ
げ
て
、
不
純
物
で
あ
る
汚
れ
を
取

り
除
く
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
無
漏
禅
を
用
い
て
、
有
漏
禅
を
練
る

の
も
同
じ
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
、
菩
薩
を
目
指
す
修
行
者
は
、
第

四
禅
か
ら
初
禅
の
間
で
、
無
漏
禅
を
用
い
て
有
漏
禅
を
鍛
え
直
し

て
、
汚
れ
の
な
い
、
浄
禅
に
入
る
よ
う
に
す
る
。
こ
れ
が
練
法
な
い

し
練
禅
の
「
練
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

　
　

こ
の
よ
う
に
『
大
智
度
論
』
で
は
、
四
禅
の
第
四
禅
か
ら
始
ま
り
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初
禅
に
至
る
ま
で
の
そ
れ
ぞ
れ
の
無
漏
の
禅
を
用
い
て
、
有
漏
の
禅

を
練
り
上
げ
て
い
く
修
行
実
践
法
を
、「
練
禅
」
な
い
し
「
練
法
」

で
あ
る
と
規
定
し
て
い
る
。

　
　

ま
た
次
項
で
考
察
す
る
が
、
智
顗
は
自
ら
の
著
述
に
お
い
て
、

「
練
禅
」
と
「
九
次
第
定
」
と
い
う
、
そ
も
そ
も
別
の
概
念
で
あ
っ

た
両
者
を
結
び
つ
け
て
、「
練
禅
は
す
な
わ
ち
九
次
第
定
で
あ
る
」

と
い
う
説
を
展
開
す
る
。
し
か
し
、『
大
智
度
論
』
で
「
九
次
第

定
」
を
述
べ
て
い
る
部
分
〔
例
え
ば
、『
同
書
』
巻
第
二
十
一
、
及

び
巻
第
八
十
八
（『
大
正
蔵
』
二
五
・
二
一
六
ｃ
・
及
び
六
八
二

ｃ
）
な
ど
〕
を
検
討
す
れ
ば
、『
大
智
度
論
』
巻
第
二
十
一
に
、

　
　
　

九
次
第
定
と
は
初
禅
の
心
よ
り
起
こ
っ
て
、
次
第
に
第
二
禅
に

入
り
、
余
心
を
し
て
入
る
こ
と
を
得
せ
し
め
ず
。
も
し
く
は

善
、
も
し
く
は
垢
な
り
。
か
く
の
ご
と
く
し
て
す
な
わ
ち
滅
受

想
定
に
至
る
。

　

と
あ
る
よ
う
に
、『
大
智
度
論
』
で
は
、
九
次
第
定
を
通
仏
教
的
な

解
釈
で
あ
る
四
禅
・
四
空
処
定
・
滅
受
想
定
か
ら
な
る
九
種
類
の
禅

定
と
し
て
捉
え
て
お
り
、
練
禅
と
は
結
び
つ
け
て
い
な
い
。

㈡ 

智
顗
の
著
述
を
中
心
に

　
　

智
顗
の
著
述
に
は
、「
練
禅
」
な
い
し
「
九
次
第
定
」
は
枚
挙
に

遑
が
な
い
。
こ
こ
で
は
、
練
禅
と
九
次
第
定
と
が
、
同
じ
文
章
中
な

い
し
文
脈
に
登
場
す
る
五
つ
の
事
例
に
注
目
し
て
、
智
顗
は
、
練
禅

な
い
し
九
次
第
定
を
ど
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
か
を
考
察
す
る
。

　
　

⑴
『
次
第
禅
門
』
巻
第
一
下
（『
大
正
蔵
』
四
六
・
四
八
〇
ｂ
）

に
は
、

　
　
　

次
に
、
練
禅
を
明
か
さ
ば
、
す
な
わ
ち
こ
れ
九
次
第
定
な
り
。

　

と
あ
っ
て
、
練
禅
を
具
体
的
に
述
べ
れ
ば
、
九
次
第
定
と
同
じ
概
念

で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。

　
　

⑵
『
次
第
禅
門
』
巻
第
十
（『
大
正
蔵
』
四
六
・
五
四
六
ｂ
―

ｃ
）
で
は
、
九
次
第
定
を
説
明
す
る
際
に
、
釈
名
と
次
位
と
修
証
の

三
種
類
か
ら
述
べ
る
が
、
こ
の
う
ち
釈
名
の
項
で
、
九
次
第
定
と
練

禅
と
の
関
係
を
次
の
よ
う
に
説
く
。

　
　
　

九
次
第
定
を
釈
す
る
に
、
す
な
わ
ち
三
意
と
な
す
。
一
に
は
名

を
釈
す
。
二
に
は
次
位
を
釈
す
。
三
に
は
修
証
を
明
か
す
。
第

一
に
名
を
明
か
す
。
い
ま
は
こ
の
九
法
は
、
み
な
転
じ
て
次
第

定
と
名
づ
く
る
は
、
上
来
の
諸
の
法
門
は
、
す
で
に
観
行
は
い

ま
だ
熟
さ
ざ
れ
ば
、
禅
に
入
る
と
き
に
心
に
間
あ
り
。
ゆ
え
に

次
第
定
と
名
づ
く
る
な
り
。
行
者
は
、
定
観
の
法
は
、
先
に
す

で
に
成
就
す
れ
ば
、
い
ま
こ
の
な
か
に
修
練
し
、
す
で
に
熟
し

て
よ
く
一
禅
心
を
起
こ
し
、
次
に
一
禅
に
入
っ
て
心
は
間
な

く
、
異
念
を
し
て
入
る
こ
と
を
得
せ
し
め
ず
。
も
し
は
善
、
も

し
は
垢
、
か
く
の
ご
と
く
な
い
し
滅
受
想
定
に
入
る
。
こ
れ
を

九
次
第
定
と
名
づ
く
。
ま
た
は
練
禅
と
名
づ
く
。
所
以
は
い
か

ん
。
諸
の
仏
弟
子
は
、
心
に
無
漏
を
楽こ
の

み
て
、
先
に
諸
の
味
禅

を
得
。
今
は
そ
の
滓し

え穢
を
除
か
ん
と
欲
し
て
、
無
漏
禅
を
も
っ

て
こ
れ
を
練
り
、
み
な
清
浄
な
ら
し
む
る
は
、
錬
金
の
法
の
ご

と
し
。
問
う
て
い
わ
く
、「
九
次
第
定
を
説
く
な
か
の
練
法
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と
、
阿
毘
曇
の
人
の
熏
禅
を
明
か
す
法
と
何
ら
の
異
な
り
か
あ

る
を
や
」
と
。
答
え
て
い
わ
く
、「
同
あ
り
、
異
あ
り
。
か
れ

は
無
漏
を
も
っ
て
有
漏
を
練
る
。
い
ま
ま
た
無
漏
を
も
っ
て
有

漏
を
練
る
。
ゆ
え
に
同
あ
り
。
か
れ
は
す
な
わ
ち
た
だ
四
禅
を

練
り
、
退
転
を
防
が
ん
た
め
に
純
を
転
じ
て
利
と
な
す
。
現
法

楽
お
よ
び
五
浄
居
に
生
ず
る
を
明
か
す
が
ゆ
え
に
、
た
だ
四
禅

を
練
る
。
無
色
界
は
す
な
わ
ち
練
法
な
し
。
い
ま
は
、
初
禅
な

い
し
非
想
（
非
非
想
処
定
）
こ
と
ご
と
く
み
な
こ
れ
を
練
り

て
、
一
切
の
諸
禅
を
し
て
清
浄
に
調
柔
し
て
功
徳
を
増
益
せ
し

む
る
こ
と
を
明
か
す
。
ゆ
え
に
異
な
り
と
な
す
な
り
」
と
。
下

の
修
証
を
尋
ね
て
、
自お
の

ず
か
ら
ま
さ
に
見
る
べ
し
。

　

と
あ
っ
て
、
先
の
『
大
智
度
論
』
の
錬
金
術
の
例
え
を
引
用
し
な
が

ら
、
智
顗
は
新
た
に
九
次
第
定
が
練
禅
と
同
じ
概
念
で
あ
る
と
規
定

し
て
い
る
。

　
　

⑶
『
六
妙
法
門
』
第
一
歴り

ゃ
く
べ
つ別

対
諸
禅
六
妙
門
（『
大
正
蔵
』
四

六
・
五
四
九
ｃ
）
で
は
、
数し

ゅ

息そ
く

・
随
息
・
止
・
観
・
還
・
浄
か
ら
な

る
六
妙
門
の
そ
れ
ぞ
れ
に
、
イ
ン
ド
伝
来
の
修
行
法
を
分
類
す
る
中

で
、
四
番
目
の
「
観
」
を
説
明
す
る
と
こ
ろ
で
、
九
次
第
定
と
練
禅

に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
説
く
。

　
　
　

四
に
観
を
妙
門
と
な
す
は
、
行
者
、
修
観
に
よ
る
が
ゆ
え
に
。

す
な
わ
ち
よ
く
九
想
、
八
念
、
十
想
、
八
背
捨
、
八
勝
処
、
十

一
切
処
、
九
次
第
定
、
獅
子
奮
迅
三
昧
、
超
越
三
昧
、
練
禅
、

十
四
変
化
心
、
三
明
・
六
通
お
よ
び
八
解
脱
を
出
生
し
、
滅
受

想
を
得
、
す
な
わ
ち
涅
槃
に
入
る
。
観
を
妙
門
と
な
す
の
意
こ

こ
に
あ
る
な
り
。

　

と
あ
っ
て
、
九
次
第
定
と
練
禅
を
別
個
に
説
い
て
お
り
、
両
者
は
同

じ
概
念
で
は
な
い
と
あ
る
。

　
　

⑷
天
台
教
団
の
中
で
辞
書
的
役
割
を
担
い
、
し
か
も
『
次
第
禅

門
』
の
入
門
書
と
し
て
智
顗
の
前
期
時
代
後
半
に
成
立
し
た
と
考
え

ら
れ
る
『
法
界
次
第
初
門
』
に
は
、「
九
次
第
定
」
の
項
（『
大
正

蔵
』
四
六
・
六
七
八
ｃ
―
六
七
九
ａ
）
を
設
け
て
い
る
が
、
そ
こ
に

は
「
練
禅
」
の
語
句
は
な
い
。
ま
た
、
九
次
第
定
と
類
似
し
た
修
行

内
容
で
あ
る
「
通
明
禅
」
は
、
阿
羅
漢
以
上
の
聖
者
が
、
四
禅
と
四

無
色
定
と
滅
尽
定
か
ら
な
る
修
行
法
を
実
践
す
る
が
、『
法
界
次
第

初
門
』
の
「
通
明
禅
」
の
項
（『
大
正
蔵
』
四
六
・
六
七
四
ｃ
―
六

七
五
ｂ
）
で
も
、
練
禅
と
通
明
観
と
の
関
係
は
説
い
て
い
な
い
。

　
　

し
か
し
、『
法
界
次
第
初
門
』
に
唯
一
「
練
禅
」
の
語
句
を
説
く

の
は
、『
同
書
』
巻
下
之
上
（『
大
正
蔵
』
四
六
・
六
八
六
ａ
―
六
八

七
ｃ
）
の
「
六
波
羅
蜜
」
の
項
で
、
禅
波
羅
蜜
な
い
し
禅
に
つ
い
て

世
間
禅
と
出
世
間
禅
と
出
世
間
上
上
禅
の
三
種
に
分
類
し
て
説
く
と

こ
ろ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

　
　
　

禅
に
二
種
あ
り
。
一
に
は
世
間
禅
。
二
に
は
出
世
間
禅
な
り
。

世
間
禅
と
は
、
根
本
四
禅
・
四
無
量
心
・
四
無
色
定
を
い
う
。

す
な
わ
ち
こ
れ
凡
夫
の
所
行
の
禅
な
り
。
出
世
間
禅
と
は
、
ま

た
二
種
あ
り
。
一
に
は
出
世
間
禅
。
二
に
は
出
世
間
上
上
禅
な

り
。
出
世
間
禅
と
は
、
い
わ
く
六
妙
門
・
十
六
特
勝
・
通
明
・
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九
想
・
八
念
・
十
想
・
八
背
捨
・
八
勝
処
・
十
一
切
処
・
練

禅
・
十
四
変
化
・
願
智
頂
禅
・
無
諍
三
昧
・
三
三
昧
・
師
子
奮

迅
（
三
昧
）・
超ち
ょ
う
お
つ越
三
昧
・
な
い
し
三
明
・
六
通
か
く
の
ご
と

き
等
の
禅
は
、
み
な
こ
れ
出
世
間
禅
な
り
。
ま
た
は
二
乗
の
共ぐ
う

禅
と
名
づ
く
。（『
大
正
蔵
』
四
六
・
六
八
七
ａ
―
ｂ
）

　

と
あ
っ
て
、
練
禅
を
出
世
間
禅
の
一
つ
に
分
類
し
て
い
る
。

　
　

⑸
『
法
華
玄
義
』
巻
第
四
上
（『
大
正
蔵
』
三
三
・
七
一
九
ｂ
―

ｃ
）
に
は
、
出
世
間
禅
を
観
・
練
・
熏
・
修
の
四
種
禅
の
う
ち
、
第

二
禅
の
熏
禅
に
練
禅
を
当
て
は
め
て
説
く
中
で
、
練
禅
は
九
次
第
定

で
あ
る
と
し
て
次
の
よ
う
に
説
く
。

　
　
　

二
に
出
世
間
禅
を
明
か
さ
ば
、
す
な
わ
ち
四
種
あ
り
。
観
・

練
・
熏
・
修
を
い
う
。
観
禅
と
は
、
九
想
・
八
背
捨
・
八
勝

処
・
十
一
切
処
を
い
う
。（
中
略
）
練
禅
と
は
、
す
な
わ
ち
九

次
第
定
な
り
。
上
来
、
八
禅
を
得
る
と
い
え
ど
も
、
入
る
に
は

す
な
わ
ち
有
間
な
り
。
い
ま
は
純
熟
し
て
初
め
の
浅
き
よ
り
、

極
め
て
後
の
深
き
に
至
ら
し
め
ん
と
欲
し
て
、
次
第
し
て
入

り
、
中
間
に
垢く

滓し
け
ん間

穢え

あ
る
こ
と
な
く
、
不
次
第
の
者
を
し
て

次
第
な
ら
し
む
。
故
に
次
第
と
名
づ
く
。
ま
た
こ
れ
無
漏
も
て

有
漏
を
練
り
、
も
ろ
も
ろ
の
間け
ん
こ
う穬

を
除
く
が
ゆ
え
に
、
練
禅
と

名
づ
く
。
ま
た
こ
れ
均ひ
と

し
く
諸
禅
を
調
え
、
定
慧
を
し
て
斉せ

い

平び
ょ
う

に
し
て
無む
げ
ん間
な
ら
し
む
る
な
り
。『
阿
毘
曇
』
に
熏
・
練
を

明
か
す
に
、
た
だ
無
漏
を
も
っ
て
四
禅
に
熏
ず
る
と
い
う
の

み
。
い
ま
は
無
漏
を
も
っ
て
通
じ
て
八
地
を
練
る
。
す
な
わ
ち

こ
れ
次
第
に
無
間
三
昧
に
入
る
な
り
。

　

と
あ
っ
て
、
⑵
の
『
次
第
禅
門
』
と
同
様
に
、
練
禅
は
九
次
第
定
で

あ
る
と
規
定
し
て
い
る
。
ま
た
『
阿
毘
曇
』
で
も
熏
禅
と
練
禅
を
説

く
が
、『
阿
毘
曇
』
で
は
無
漏
禅
に
よ
っ
て
四
禅
を
熏
じ
る
の
み
で

あ
る
が
、
天
台
が
目
指
す
練
禅
は
、
無
漏
禅
に
よ
っ
て
八
地
を
練
り

あ
げ
て
い
き
、
順
序
次
第
に
無
間
三
昧
に
入
る
こ
と
を
目
指
す
と
説

い
て
い
る
。
な
お
、
右
の
『
法
華
玄
義
』
で
い
う
八
禅
な
い
し
八
地

に
つ
い
て
、
智
顗
は
具
体
的
に
記
し
て
お
ら
ず
そ
の
意
味
は
不
明
で

あ
る
。
し
か
し
、
荊
渓
湛
然
（
七
一
一
―
七
八
二
）
の
『
法
華
玄
義

釈
籤
』
巻
第
八
（『
大
正
蔵
』
三
三
・
八
七
五
ａ
―
ｂ
）
に
よ
れ

ば
、
八
禅
な
い
し
八
地
は
、
根
本
味
禅
・
六
妙
門
・
十
六
特
勝
・
通

明
禅
・
九
想
・
八
背
捨
・
八
勝
処
・
十
一
切
勝
の
八
種
で
あ
る
と
い

う
。

　
　

以
上
、
五
つ
の
事
例
を
整
理
す
る
と
、
①
〜
④
と
な
る
。

　
　

①
『
六
妙
法
門
』
で
は
、
練
禅
と
九
次
第
定
は
別
の
概
念
と
し
て

捉
え
て
い
た
。

　
　

②
し
か
し
、『
次
第
禅
門
』
と
『
法
華
玄
義
』
で
は
、
智
顗
は

『
大
智
度
論
』
に
説
く
「
練
禅
」
と
い
う
用
語
を
踏
襲
し
た
上
で
、

練
禅
は
九
次
第
定
と
同
じ
概
念
で
あ
る
と
新
た
に
規
定
し
て
い
た
。

　
　

③
『
法
界
次
第
初
門
』
は
、
練
禅
は
九
次
第
定
と
は
別
に
、
出
世

間
禅
の
一
つ
と
し
て
説
か
れ
て
い
た
。

　
　

④
従
っ
て
、『
六
妙
法
門
』
で
は
、
練
禅
と
九
次
第
定
は
別
の
概

念
と
し
て
捉
え
て
い
る
が
、『
次
第
禅
門
』
と
『
法
華
玄
義
』
で
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は
、
練
禅
と
九
次
第
定
は
同
じ
概
念
と
し
て
説
い
て
い
る
。
つ
ま
り

智
顗
は
、『
大
智
度
論
』
の
「
練
禅
」
と
い
う
用
語
を
基
に
し
て
、

練
禅
は
九
次
第
定
と
同
じ
概
念
で
あ
る
と
創
出
し
た
と
考
え
る
こ
と

が
で
き
る
。

　
　

し
か
も
智
顗
の
最
初
期
の
著
述
で
あ
る
『
次
第
禅
門
』
に
始
ま

り
、
後
期
時
代
の
代
表
で
あ
る
『
法
華
玄
義
』
に
も
説
い
て
い
る
こ

と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
大
蘇
山
（
河
南
省
商
城
県
）
の
慧え

じ思
（
五

一
五
―
五
七
七
）
の
も
と
で
『
大
品
般
若
経
』
と
『
大
智
度
論
』
の

講
説
を
聴
聞
し
、
師
と
別
れ
た
後
に
、
建
康
（
江
蘇
省
南
京
）
の
瓦

官
寺
で
『
大
智
度
論
』
と
『
次
第
禅
門
』
を
八
年
間
講
義
し
た
智
顗

に
と
っ
て
、『
大
智
度
論
』
で
抽
象
的
に
説
く
「
練
禅
」
を
、
い
か

に
中
国
に
伝
来
し
た
数
多
の
修
行
法
と
結
び
つ
け
て
説
く
か
が
、

テ
ー
マ
の
一
つ
に
な
っ
て
い
た
こ
と
と
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

な
お
、
智
顗
の
著
述
に
練
禅
と
九
次
第
定
を
結
び
つ
け
て
説
く
場

合
と
、
別
概
念
と
し
て
説
く
場
合
の
矛
盾
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
現

存
す
る
智
顗
の
著
述
の
多
く
は
、
智
顗
が
親
し
く
筆
を
と
っ
て
撰
述

し
た
も
の
は
極
め
て
少
な
く
、
智
顗
の
講
説
を
、
法
慎
（
生
没
年
未

詳
）
や
灌
頂
（
五
六
一
―
六
三
二
）
を
始
め
と
す
る
門
人
が
、
筆
録

し
て
編
纂
し
た
も
の
が
大
部
分
で
あ
る
た
め
、
齟
齬
を
き
た
す
の
は

い
た
し
か
た
な
い
と
考
え
る
。

参
考
│
│
「
錬
金
術
」
に
つ
い
て

　
　

本
項
で
は
、
坂さ
か
い
で出

祥よ
し

伸の
ぶ

氏
ら
の
論
攷
を
参
照
し
て
、「
錬
金
術
の

意
味
」
と
、「
錬
金
術
の
東
と
西
」
と
、「
煉れ
ん

丹た
ん

の
目
的
」
と
、「
外

丹
と
内
丹
」
の
四
つ
の
面
か
ら
錬
金
術
を
記
す
。

㈠
「
錬
金
術
の
意
味
」

　
　

錬
金
術
と
は
狭
義
に
は
、
化
学
的
手
法
を
用
い
て
、
鉛
や
銅
の
よ

う
な
卑
金
属
か
ら
金
や
銀
の
よ
う
な
貴
金
属
を
製
造
し
よ
う
と
す
る

試
み
を
い
う
。
広
義
で
は
、
金
属
に
限
ら
ず
様
々
な
物
質
や
、
人
間

の
肉
体
や
魂
を
も
対
象
と
し
て
、
そ
れ
ら
を
よ
り
完
全
な
存
在
に
錬

成
す
る
試
み
を
い
う
。
つ
ま
り
錬
金
術
と
は
、
黄
金
を
作
り
出
す
技

術
の
追
求
を
中
心
と
し
、
不
老
長
寿
の
霊
薬
の
調
合
と
重
な
り
合
う

中
で
、
広
く
物
質
の
化
学
的
変
化
を
対
象
と
す
る
に
至
っ
た
古
代
か

ら
中
世
に
お
け
る
一
種
の
自
然
学
を
い
う
。

　
　

錬
金
術
は
、
中
国
や
イ
ン
ド
や
ア
ラ
ビ
ア
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
の

各
地
域
の
宗
教
や
哲
学
と
強
く
結
び
つ
い
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文

化
圏
ご
と
に
固
有
の
内
容
を
も
つ
。
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
ア
ラ

ビ
ア
で
体
系
化
さ
れ
た
錬
金
術
が
精せ
い
ち
か

緻
化
さ
れ
、
錬
金
術
の
試
行
の

過
程
で
は
、
種
々
の
金
属
の
精
製
や
、
蒸
留
や
昇
華
法
な
ど
の
化
学

的
な
知
識
の
蓄
積
を
見
出
し
て
お
り
、
現
在
使
わ
れ
て
い
る
硫
酸
・

塩
酸
な
ど
の
化
学
薬
品
の
発
見
が
あ
っ
た
。

　
　

従
来
、
錬
金
術
は
、
詐
術
の
一
種
あ
る
い
は
、
せ
い
ぜ
い
近
代
化

学
の
前
史
を
な
す
克
服
さ
れ
る
べ
き
疑
似
科
学
と
考
え
ら
れ
え
て
き

た
が
、
今
日
で
は
、
単
な
る
物
質
操
作
や
薬
物
調
合
の
技
術
に
と
ど

ま
ら
な
い
、
体
系
的
な
思
想
と
実
践
と
を
具
備
し
た
独
自
の
世
界
解

釈
の
枠
組
み
と
す
る
見
方
が
有
力
で
あ
る
。

㈡
「
錬
金
術
の
東
と
西
」
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前
述
の
よ
う
に
、
錬
金
術
は
西
洋
に
も
東
洋
に
も
存
在
し
た
。
西

洋
で
は
、
エ
ジ
プ
ト
に
早
く
か
ら
金
属
メ
ッ
キ
の
技
術
が
あ
り
、
ま

た
ペ
ル
シ
ア
地
方
に
も
そ
の
よ
う
な
技
術
が
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
が
ギ

リ
シ
ア
に
伝
わ
る
と
、
ギ
リ
シ
ア
の
自
然
哲
学
と
結
び
つ
い
て
錬
金

術
と
な
っ
た
。

　
　

ギ
リ
シ
ア
に
は
、
宇
宙
が
地
水
火
風
の
四
元
素
で
構
成
さ
れ
て
い

る
と
い
う
思
想
が
あ
り
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
（
紀
元
前
三
八
四
―
紀

元
前
三
二
二
）
の
「
元
素
変
化
説
」
が
生
ま
れ
た
。
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
時

代
（
紀
元
前
三
三
四
―
紀
元
前
三
〇
）
末
期
の
エ
ジ
プ
ト
の
ア
レ
ク

サ
ン
ド
リ
ア
は
、
錬
金
術
の
本
場
に
な
り
、
ロ
ー
マ
時
代
に
引
き
継

が
れ
た
。
彼
ら
の
思
想
で
は
、
卑
金
属
の
鉛
や
銅
は
、
欠
点
が
あ
り

病
気
を
も
っ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
治
す
に
は
「
賢
者
の
石
」（「
哲

学
者
の
石
」）
が
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
こ
の
「
賢
者
の
石
」
を

用
い
れ
ば
、
卑
金
属
を
金
な
ど
の
貴
金
属
に
変
え
、
人
間
を
不
老
長

生
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
思
想

は
、
中
世
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
引
き
継
が
れ
、
医
学
と
も
関
連
し
て
万

病
を
癒
す
も
の
と
考
え
ら
れ
、
錬
金
術
師
達
は
、
賢
者
の
石
を
探
し

求
め
た
。

　
　

中
世
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
イ
ス
ラ
ム
帝
国
の
勢
力
が
地
中
海
を

挟
ん
で
東
西
に
の
び
、
化
学
を
中
心
と
す
る
物
質
文
明
に
は
素
晴
ら

し
い
も
の
が
あ
っ
た
。
中
で
も
、
イ
ス
ラ
ム
帝
国
で
は
、
ジ
ャ
ビ
ー

ル
・
ブ
ン
・
ハ
イ
ヤ
ー
ン
（
七
二
一
頃
―
八
一
五
頃
）
や
イ
ブ
ン
・

シ
ー
ナ
ー
（
九
八
〇
―
一
〇
三
七
）
を
始
め
と
す
る
多
く
の
学
者
が

現
わ
れ
、
錬
金
術
の
実
験
技
術
も
進
歩
し
た
。
イ
ス
ラ
ム
帝
国
に
比

べ
る
と
、
中
世
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
呪
術
的
傾
向
が
強
か
っ
た

が
、
神
秘
的
な
思
想
は
、
実
験
的
精
神
と
抵
触
す
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。
か
え
っ
て
神
秘
的
で
あ
る
が
ゆ
え
に
未
知
な
る
も
の
に
邁
進
す

る
傾
向
が
あ
っ
た
。
十
四
世
紀
か
ら
十
六
世
紀
に
か
け
て
の
ル
ネ
サ

ン
ス
を
経
て
、
十
八
世
紀
か
ら
十
九
世
紀
に
移
る
こ
ろ
は
、
近
代
化

学
の
揺
籃
期
で
、
化
学
は
医
学
と
結
び
つ
い
て
い
た
が
、
錬
金
術
は

こ
の
医
療
化
学
（Latrochem

istry

）
の
中
に
吸
収
さ
れ
て
い
っ
た
。

　
　

一
方
、
イ
ン
ド
や
中
国
な
ど
の
東
洋
で
も
錬
金
術
は
行
な
わ
れ
て

い
た
。
特
に
中
国
で
は
、
西
洋
以
上
に
錬
金
術
が
栄
え
て
い
た
。
西

洋
の
錬
金
術
と
中
国
の
錬
金
術
と
は
、
目
的
が
違
っ
て
い
た
。
西
洋

は
、
黄
金
そ
の
も
の
を
求
め
よ
う
と
し
た
が
、
中
国
の
錬
金
術
は
、

身
心
を
練
り
不ふ
ろ
う老
長ち

ょ
う
せ
い生
を
求
め
る
の
が
目
的
で
、
そ
の
た
め
「
還か

ん

丹た
ん

」
と
い
う
不
滅
の
薬
を
作
り
、
さ
ら
に
こ
の
丹
を
化
学
変
化
さ
せ

て
黄
金
と
な
し
、
こ
れ
を
液
化
さ
せ
て
飲
め
ば
、
金
の
よ
う
に
恒
久

不
変
の
生
命
が
得
ら
れ
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
。
従
っ
て
、
中
国
の

錬
金
術
は
、「
煉れ

ん

丹た
ん
じ
ゅ
つ術

（
練
丹
術
）」
と
も
い
わ
れ
、
宗
教
的
な
情

熱
が
込
め
ら
れ
て
い
た
。

㈢
「
煉
丹
の
目
的
」

　
　

煉
丹
と
は
、
道
教
で
丹
薬
を
煉れ
ん

成せ
い

す
る
こ
と
、
お
よ
び
そ
の
方
法

を
い
う
。
煉
丹
は
、
不
老
長
生
の
達
成
を
目
指
す
「
神
仙
」
に
な
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
た
め
に
、
鉛
や
水
銀
な
ど
を
用
い
て
「
丹
」
を

作
る
「
外
丹
」
や
、
体
内
に
精
気
な
ど
を
循
環
さ
せ
て
体
内
に
丹
を
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作
る
「
内
丹
」
の
双
方
に
関
わ
る
。
ま
た
煉
丹
の
狭
義
と
し
て
、
硫

黄
と
水
銀
の
化
合
し
た
朱
色
の
鉱
物
で
あ
る
「
丹た
ん

砂さ

」
を
主
要
な
材

料
と
し
て
、
金
丹
を
作
る
こ
と
か
ら
、
外
丹
を
指
し
て
、
特
に
煉
丹

と
呼
ぶ
こ
と
が
あ
る
。

　
　

中
国
で
は
、
黄
金
を
服
用
す
れ
ば
不
老
長
生
で
き
る
と
す
る
考
え

は
、
戦
国
時
代
（
紀
元
前
四
〇
三
―
紀
元
前
二
二
一
）
末
期
に
は

あ
っ
た
ら
し
い
。『
塩
鉄
論
』
巻
第
六
で
は
、
仙
人
は
金
を
食
ら

い
、
珠た
ま

を
飲
ん
で
、
天
地
と
同
じ
寿
命
を
保
つ
よ
う
に
な
っ
た
と
さ

れ
る
、
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
ま
た
前
漢
の
武
帝
（
紀
元
前
一
四
一

―
紀
元
前
八
七
在
位
）
の
時
、
方
士
李
少
君
（
生
没
年
未
詳
）
は
、

丹
砂
は
変
化
さ
せ
る
と
黄
金
に
な
り
、
そ
の
黄
金
で
食
器
を
作
っ

て
、
そ
れ
を
用
い
る
と
寿
命
が
益ま

す
と
、
上
表
し
て
い
る
。

　
　

こ
の
よ
う
な
伝
承
は
、
ほ
と
ん
ど
具
体
的
な
説
明
を
欠
い
て
い
る

が
、
後
漢
の
魏
伯
陽
（
生
没
年
未
詳
）
の
『
周し

ゅ
う
え
き
さ
ん

易
参
同ど

う

契け
い

』
に
よ

る
と
、
金
は
猛
火
の
中
に
入
れ
て
も
輝
き
を
奪
わ
れ
る
こ
と
が
な
い

と
か
、
金
の
性
質
は
敗は

い
き
ゅ
う朽

す
る
こ
と
が
な
い
か
ら
、
術
士
が
こ
れ

を
服
食
す
る
と
長
久
の
寿
命
が
得
ら
れ
る
と
述
べ
て
い
て
、
一
種
の

類
感
呪
術
的
原
理
に
基
づ
く
説
明
が
さ
れ
て
い
る
。

㈣
「
外
丹
と
内
丹
」

　
　

天
然
に
産
す
る
金
そ
の
も
の
は
、
中
国
で
は
ほ
と
ん
ど
求
め
ら
れ

な
い
。
そ
こ
で
水
銀
と
他
の
金
属
と
を
焼
成
し
て
合
金
を
作
る
か
、

あ
る
い
は
微
量
の
金
を
含
有
す
る
鉛
鉱
を
高
温
で
溶
か
し
、
灰か
い
す
い吹

法

に
よ
っ
て
金
だ
け
を
抽
出
す
る
。
前
者
は
、
葛か
っ

洪こ
う

（
二
八
三
―
三
四

三
頃
）
の
『
抱
朴
子
』
内
篇
黄
白
篇
で
は
「
黄こ
う
は
く白
術
」
と
称
さ
れ
て

い
る
。
黄
は
黄
金
、
白
は
水
銀
で
こ
れ
ら
の
煉
成
法
が
説
か
れ
て
い

る
。
そ
の
う
ち
か
ら
黄
金
を
作
る
場
合
を
、
金
楼
先
生
が
青
林
子
か

ら
伝
授
さ
れ
た
黄
金
合
成
法
に
よ
っ
て
紹
介
す
る
と
左
記
の
通
り
で

あ
る
。

　
　
　

ま
ず
錫す
ず

を
鍛
え
て
幅
六
寸
四
方
、
厚
さ
一
寸
二
分
の
板
に
す

る
。
赤
塩
と
灰か
い
じ
ゅ
う汁
と
を
和あ

え
て
泥
水
に
し
、
錫
の
表
面
に
塗

る
。
そ
の
厚
さ
は
平
均
に
一
分
で
あ
る
。
赤
土
の
釜
の
中
に
重

ね
て
お
く
。
錫
十
斤
に
対
し
て
、
赤
塩
四
斤
の
割
合
で
あ
る
。

封
を
し
て
、
縁
の
と
こ
ろ
を
ぴ
っ
た
り
と
固
め
る
。
馬
糞
の
火

で
温
め
る
こ
と
三
十
日
。
火
を
引
い
て
蓋
を
開
け
る
と
、
錫
の

中
身
は
全
部
灰
状
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
中
に
豆
の
よ
う
な
も

の
が
コ
ロ
コ
ロ
と
繋
が
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
黄
金
で
あ
る
。
土

の
甕か
め

に
入
れ
、
炭
火
と
鞴ふ

い
ご

で
加
熱
す
る
。
十
回
鍛
煉
す
る
と

完
成
す
る
。
だ
い
た
い
十
斤
の
錫
で
黄
、
金
二
十
両
が
で
き

る
。

　
　

以
上
の
よ
う
に
、
外
丹
で
は
爐ろ

を
築
き
、
鼎
か
釜
の
よ
う
な
反
応

器
の
中
に
、
鉛
や
水
銀
な
ど
の
鉱
物
と
塩
や
灰
汁
な
ど
の
中
和
剤
を

加
え
、
高
温
で
加
熱
し
、
化
学
変
化
を
生
じ
さ
せ
る
と
合
金
が
で
き

あ
が
る
と
い
う
の
が
、
基
本
的
な
考
え
方
で
あ
る
。

　
　

内
丹
の
修
煉
の
起
原
に
つ
い
て
は
、
道
教
の
養
生
法
な
い
し
修
行

法
と
し
て
古
く
か
ら
行
な
わ
れ
て
い
た
様
々
な
体
の
動
き
と
、
深
呼

吸
に
よ
っ
て
体
内
に
大
気
を
入
れ
る
「
導
引
」
や
、
摂
取
し
た
大
気
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を
体
内
に
循
環
さ
せ
る
「
行こ

う

気き

（
服ふ

っ
き帰
）」
や
、
体
の
一
部
や
体
の

内
部
の
そ
れ
ぞ
れ
の
部
分
を
司
る
体
内
神
を
は
っ
き
り
と
思
い
描

き
、
長
く
体
内
に
と
ど
め
て
お
く
「
存ぞ
ん
し思

」
な
ど
に
含
め
る
説
が
あ

る
。
し
か
し
、
内
丹
の
修
煉
の
起
原
に
つ
い
て
、
定
説
が
な
い
の
が

実
状
で
あ
る
。

　
　

一
般
的
に
、
内
丹
と
外
丹
と
を
区
別
し
た
用
法
の
初
出
は
、
南
北

朝
時
代
末
期
の
南
嶽
慧え

じ思
（
五
一
五
―
五
七
七
） 

の
『
南
嶽
慧
思
立

誓
願
文
』（『
大
正
蔵
』
四
六
・
七
九
一
ｃ
）
に
、「
外
丹
の
力
を
籍

り
て
内
丹
を
修
せ
ん
」
と
あ
る
文
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
　

ま
た
隋
の
開か
い

皇こ
う

年
間
（
五
八
一
―
六
〇
四
）
に
、
羅
浮
山
の
道
士

蘇
元
朗
（
生
没
年
未
詳
）
は
、
弟
子
達
に
内
丹
を
奨
め
て
、「
霊れ
い

芝し

は
八
景
（
身
体
内
に
住
む
八
景
神
）
の
中
に
あ
る
。
な
ん
ぞ
黄こ

う
ぼ
う房

（
黄こ
う
て
い帝
。
脾
臓
の
あ
た
り
）
に
向
か
っ
て
、
こ
れ
を
求
め
ざ
る
」
と

説
い
て
お
り
、
体
内
の
八
景
神
を
存
思
す
る
こ
と
を
内
丹
だ
と
し
て

い
る
。
さ
ら
に
加
え
て
、
外
丹
の
最
終
目
的
と
し
て
作
ら
れ
る
金
丹

に
対
し
て
、
汞こ

う

＝
元
神
＝
心
＝
龍
と
、
鉛
＝
元
精
＝
腎
＝
虎
と
の
交

わ
っ
た
結
果
と
し
て
、
黄
帝
に
金
丹
大
薬
が
産
出
さ
れ
る
と
い
う
比

喩
的
な
説
明
を
行
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
内
丹
は
も
は
や
、
そ

れ
以
前
の
「
行
気
」
や
「
存
思
」
と
は
次
元
を
異
に
し
て
い
る
と
い

え
る
。

　
　

内
丹
は
そ
の
後
、
唐
代
の
多
く
の
天
子
が
、
丹
薬
を
服
用
し
て
相

継
い
で
中
毒
死
し
た
こ
と
に
よ
る
外
丹
の
行
き
詰
ま
り
の
反
省
を
経

て
、
宋
代
に
な
る
と
主
要
な
煉
丹
術
と
し
て
発
展
し
、
様
々
な
修
煉

法
を
生
み
出
し
た
。
宋
の
張ち
ょ
う

伯は
く
た
ん端
（
九
八
四
―
一
〇
八
二
）
の

『
悟
真
篇
』
に
よ
る
と
、
内
丹
の
要
素
と
し
て
は
、「
精
」「
気
」

「
神
」
が
あ
り
、
こ
れ
を
三
味
薬
と
称
し
、
ま
た
身
体
の
下
丹
田
を

爐ろ

鼎て
い

に
送
り
込
ん
で
練
り
、
そ
こ
で
三
味
薬
が
互
い
に
交
わ
り
凝
固

し
て
、
黄
帝
に
大
薬
金
丹
を
結
胎
さ
せ
る
、
と
い
う
の
が
基
本
的
な

考
え
で
あ
る
。

　
〔
村
上
嘉よ
し

実み

稿
「
錬
金
術
」（
山
崎
宏
他
監
修
『
道
教
と
は
何
か
│
道

教
第
一
巻
│
』
二
八
八
頁
、
平
河
出
版
社
、
一
九
八
三
年
二
月
）。

坂
出
祥
伸
他
編
集
『
道
教
事
典
』（
六
一
七
―
六
一
八
頁
、
平
河
出

版
社
、
一
九
九
四
年
三
月
）。
荒
俣
宏
稿
「
錬
金
術
」（
下
中
直
人
編

集
『
世
界
大
百
科
事
典
』
一
九
六
―
二
〇
一
頁
、
平
凡
社
、
二
〇
〇

七
年
九
月
）。〕

（
23
） 

総
じ
て
、
前
の
定
・
観
の
二
種
の
禅
は
、
心
を
調
柔
な
ら
し
め

ん
が
た
め
な
り
＝
「
総
じ
て
」
は
、
す
べ
て
、
あ
わ
せ
る
こ
と
、
あ

つ
め
る
こ
と
を
い
う
。

　
　
「
前
の
定
・
観
の
二
種
の
禅
」
の
う
ち
、「
定
」
と
「
観
」
の
一
般

的
な
解
釈
は
次
の
こ
と
を
い
う
。
す
な
わ
ち
「
定
」
は
、
心
静
か
に

瞑
想
す
る
こ
と
、
坐
禅
に
よ
っ
て
、
心
の
は
た
ら
き
を
臍
下
三
寸
の

丹
田
に
集
中
さ
せ
て
散
乱
さ
せ
な
い
禅
定
を
い
う
。「
観
」
は
、
心

静
か
な
清
浄
な
境
地
で
対
象
物
を
あ
り
の
ま
ま
に
観
る
こ
と
、
心
静

か
に
観
想
す
る
こ
と
を
い
う
。

　
　

し
か
し
、
こ
こ
で
は
本
文
に
「
前
の
定
・
観
の
二
種
の
禅
」
と
あ

る
こ
と
か
ら
、
既
に
『
次
第
禅
門
』
巻
第
一
下
（『
大
正
蔵
』
四
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六
・
四
八
〇
ａ
―
ｂ
）
で
、「
有
漏
法
」
と
し
て
説
い
た
、
四
禅
・

四
無
量
心
・
四
空
処
定
か
ら
な
る
、
十
二
門
禅
の
こ
と
を
「
定
」
と

い
い
、「
亦
有
漏
亦
無
漏
禅
」
と
し
て
説
い
た
、
六
妙
門
・
十
六
特

勝
・
四
念
処
・
通
明
観
の
四
種
類
を
「
観
」
と
い
う
と
し
て
捉
え

る
。

　
　
「
心
」
は
「
し
ん
」
と
訓
む
。
人
の
身
心
を
構
成
す
る
「
五ご
う
ん蘊

（
五
陰お
ん

）」
の
う
ち
、
第
二
の
感
受
作
用
の
受
蘊
・
第
三
の
表
象
作
用

の
想
蘊
・
第
四
の
意
志
作
用
の
行
蘊
・
第
五
の
認
識
作
用
の
識
蘊
の

四
蘊
か
ら
な
る
、
い
わ
ゆ
る
心
意
識
を
い
う
。

　
　
「
調
柔
」
は
、「
じ
ょ
う
に
ゅ
う
」
と
訓
む
。
適
度
に
ほ
ど
よ
く
調

和
さ
れ
た
状
態
、
柔
軟
で
適
応
能
力
の
あ
る
こ
と
、
あ
る
こ
と
を
な

す
の
に
適
し
て
い
る
こ
と
、
柔
軟
性
を
い
う
。

（
24
） 

諸
禅
に
入
る
と
き
、
心
心
は
次
第
し
、
無
間
な
る
が
ゆ
え
な
り

＝ 

「
諸
禅
に
入
る
と
き
」
は
、
諸
々
の
禅
定
の
状
態
に
入
る
こ
と
を

い
う
。

　
　
「
心
心
は
次
第
し
」
の
「
心
心
」
は
、
前
出
の
「
心
」
と
同
義
で

あ
る
。「
次
第
」
は
、
徐
々
に
を
い
う
。

　
　
「
無
間
」
は
、
間
隙
が
な
い
こ
と
、
分
け
隔
て
が
な
い
こ
と
を
い

う
。

（
25
） 

お
よ
び
有
覚
有
観
等
の
三
三
昧
も
、
み
な
こ
れ
練
禅
の
摂
な
り

＝
「
有
覚
有
観
等
の
三
三
昧
」
は
、
有
覚
有
観
三
昧
・
無
覚
有
観
三

昧
・
無
覚
無
観
三
昧
か
ら
な
る
三
三
昧
を
い
う
。

　
　
「
有
覚
有
観
三
昧
」
は
、
新
訳
で
は
有
尋
有
伺
定
と
も
、
有
尋
有

伺
三
摩
地
と
も
い
う
。
三
三
昧
の
一
つ
。
有
覚
有
観
三
昧
は
、
粗
い

思
惟
作
用
の
「
覚
」
と
微
細
な
思
惟
作
用
の
「
観
」
と
が
は
た
ら
い

て
い
る
、
色
界
の
初
禅
の
境
界
を
い
う
。
つ
ま
り
、
物
質
的
な
も
の

が
全
て
清
浄
な
世
界
で
あ
る
色
界
で
実
践
さ
れ
る
「
色
界
四
禅
」
の

う
ち
、
最
下
位
の
「
初
禅
」
に
あ
た
る
の
が
、
有
覚
有
観
三
昧
で
あ

る
。

　
　
「
無
覚
有
観
三
昧
」
は
、
新
訳
で
は
無
尋
唯
伺
定
と
も
、
無
尋
唯

伺
三
摩
地
と
も
い
う
。
三
三
昧
の
一
つ
で
、
色
界
の
中
間
地
の
禅
定

で
あ
る
中
間
定
を
い
う
。
こ
こ
に
は
、
対
象
を
大
ま
か
に
追
求
す
る

心
の
は
た
ら
き
で
あ
る
尋
の
心
所
が
な
く
、
た
だ
対
象
を
細
か
く
伺

察
す
る
心
の
は
た
ら
き
で
あ
る
伺
の
心
所
の
み
が
あ
る
。

　
　
「
無
覚
無
観
三
昧
」
は
、
新
訳
で
は
無
尋
無
伺
定
と
も
、
無
尋
無

伺
三
摩
地
と
も
い
う
。
色
界
の
二
禅
以
上
は
、
対
象
を
大
ま
か
に
尋

求
す
る
心
の
は
た
ら
き
で
あ
る
尋
も
、
対
象
を
細
密
に
お
し
は
か
る

心
の
は
た
ら
き
で
あ
る
伺
も
な
い
こ
と
を
い
う
。

　
　
「
練
禅
の
摂
な
り
」
は
、
練
禅
に
総
括
し
網
羅
し
、
内
包
す
る
こ

と
を
い
う
。

（
26
） 

次
に
、
薫
禅
を
明
か
す
。
薫
禅
は
、
す
な
わ
ち
こ
れ
師
子
奮
迅

三
昧
な
り
＝
「
薫
禅
」
は
、
熏
禅
と
も
書
く
。「
薫
禅
」
の
「
薫
」

は
、
か
お
る
こ
と
、
香こ
う

を
た
き
し
た
た
め
る
こ
と
を
い
う
。
ま
た

「
熏
」
は
、
い
ぶ
す
こ
と
、
け
む
る
こ
と
を
い
う
。
従
っ
て
薫
禅

は
、
蒸
し
て
あ
ぶ
り
続
け
る
熏
熟
の
よ
う
に
、
諸
の
禅
を
精
魂
を
込

め
て
実
践
し
続
け
、
最
終
的
に
は
あ
ら
ゆ
る
物
事
に
精
通
し
て
、
変
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幻
自
在
な
姿
を
開
顕
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
具
体
的
に
は
、「
師
子

奮
迅
三
昧
」
を
い
う
。

　
　
「
師
子
奮
迅
三
昧
」
は
、
獅
子
奮
迅
三
昧
と
も
、
師
子
奮
迅
三
摩

地
と
も
い
う
。
仏
が
こ
の
三
昧
に
入
る
と
、
大
悲
の
身
を
奮
い
、
衆

生
の
素
質
に
応
じ
る
威
力
を
現
わ
し
、
外
道
や
二
乗
と
い
う
小
獣
を

畏
伏
さ
せ
る
。
そ
の
様
子
は
、
百
獣
の
王
で
あ
る
獅
子
が
、
勇
猛
果

敢
に
突
き
進
む
よ
う
で
あ
る
の
で
、
こ
の
よ
う
に
い
わ
れ
る
。

　
　

具
体
的
に
は
、
後
出
の
参
考
の
項
に
記
す
よ
う
に
、
四
禅
・
四
空

処
定
・
滅
受
想
定
か
ら
な
る
「
九
次
第
定
」
を
、
階
段
を
一
段
ず
つ

登
る
よ
う
に
、
初
禅
か
ら
第
二
禅
へ
、
第
二
禅
か
ら
第
三
禅
へ
と
禅

定
の
レ
ベ
ル
を
上
げ
て
い
き
、
最
終
的
に
は
滅
受
想
定
ま
で
実
践
す

る
。
滅
受
想
定
ま
で
進
ん
だ
ら
、
今
度
は
逆
に
、
階
段
を
一
段
ず
つ

降
り
る
よ
う
に
、
滅
受
想
定
次
第
定
か
ら
非
有
想
非
無
想
定
次
第
定

へ
、
非
有
想
非
無
想
定
次
第
定
か
ら
無
処
有
処
定
次
第
定
へ
と
、
一

段
階
ず
つ
禅
定
の
レ
ベ
ル
を
下
げ
て
い
き
、
最
終
的
に
は
初
禅
ま
で

実
践
す
る
。
牛
の
革
を
な
め
し
て
加
工
す
る
と
、
鞄
や
ベ
ル
ト
や

矢し
ふ
く服

な
ど
い
ろ
い
ろ
な
物
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
修
行
者

が
師
子
奮
迅
三
昧
を
実
践
す
る
と
、
あ
ら
ゆ
る
物
事
に
精
通
し
て
、

変
幻
自
在
な
姿
を
開
顕
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。

参
考
│
│
「
薫
禅
」
と
「
師
子
奮
迅
三
昧
」
の
関
係
に
つ
い
て

　
　
「
薫
禅
」
は
、
観
・
練
（
錬
）・
薫
（
熏
）・
修
の
四
種
禅
の
う
ち

の
第
三
禅
で
あ
る
。
薫
禅
な
い
し
熏
禅
と
い
う
用
語
そ
の
も
の
は
、

『
大
品
般
若
経
』『
大
智
度
論
』
を
始
め
と
す
る
仏
教
諸
経
論
に
は
見

当
た
ら
な
い
。
こ
の
た
め
薫
禅
は
、
智
顗
が
創
出
し
た
概
念
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。

　
　

本
項
で
は
、
智
顗
の
著
述
に
み
ら
れ
る
「
薫
禅
」
の
意
味
内
容
に

つ
い
て
検
討
す
る
。

　
　

智
顗
は
、
以
下
に
記
す
『
次
第
禅
門
』
の
二
つ
の
文
章
に
み
ら
れ

る
よ
う
に
、
薫
禅
は
師
子
奮
迅
三
昧
と
同
じ
概
念
で
あ
る
と
説
い
て

い
る
。

　
　

⑴
『
次
第
禅
門
』
巻
第
一
下
（『
大
正
蔵
』
四
六
・
四
八
〇
ｂ
）

に
は
、

　
　
　

次
に
、
薫
禅
を
明
か
す
。
薫
禅
は
、
す
な
わ
ち
こ
れ
師
子
奮
迅

三
昧
な
り
。

　

と
あ
る
。

　
　

⑵
『
次
第
禅
門
』
巻
第
十
（『
大
正
蔵
』
四
六
・
五
四
七
ｃ
―
五

四
八
ａ
）
で
は
、
師
子
奮
迅
三
昧
な
い
し
薫
禅
は
、
九
次
第
定
を
基

本
に
す
る
と
い
う
。
具
体
的
に
は
、
九
次
第
定
の
最
下
位
の
禅
定
で

あ
る
初
禅
か
ら
始
ま
り
第
二
禅
へ
、
第
二
禅
か
ら
第
三
禅
へ
と
、
階

段
を
一
段
ず
つ
登
る
よ
う
に
実
践
し
、
最
上
位
で
あ
る
滅
受
想
定
ま

で
実
践
す
る
。
続
い
て
、
逆
に
最
上
位
の
滅
受
想
定
か
ら
始
ま
り
最

下
位
の
初
禅
ま
で
を
、
階
段
を
一
段
ず
つ
降
り
る
よ
う
に
実
践
す
る

こ
と
で
あ
る
と
い
う
。
し
か
し
、
九
次
第
定
と
大
き
な
相
違
は
、
師

子
奮
迅
三
昧
な
い
し
薫
禅
に
通
達
す
る
と
、
牛
の
革
を
な
め
し
て
加

工
す
る
と
、
矢し
ふ
く服

な
ど
い
ろ
い
ろ
な
物
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、
修
行
者
が
師
子
奮
迅
三
昧
を
実
践
す
る
と
、
あ
ら
ゆ
る
物
事
に
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精
通
し
て
、
変
幻
自
在
な
姿
を
開
顕
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。

す
な
わ
ち
、

　
　
　

次
に
、
師
子
奮
迅
三
昧
を
釈
す
。
い
ま
師
子
奮
迅
三
昧
を
明
か

さ
ば
、『
般
若
経
』
の
中
に
説
く
が
ご
と
し
。
行
者
は
、
九
次

第
定
に
よ
り
て
、
師
子
奮
迅
三
昧
に
入
る
。
い
か
ん
が
師
子
奮

迅
三
昧
と
名
づ
く
や
。
欲
を
離
れ
、
不
善
法
を
離
れ
、
有
覚
有

観
、
離
生
喜
楽
し
て
初
禅
に
入
る
。
か
く
の
ご
と
く
次
第
し

て
、
二
禅
、
三
禅
、
四
禅
、
空
処
、
識
処
、
不
用
処
、
非
有
想

非
無
想
処
に
入
り
、
滅
受
想
定
に
入
る
。
滅
受
想
定
よ
り
起た

ち

て
、
還
り
て
非
有
想
非
無
想
処
に
入
り
、
非
有
想
非
無
想
処
よ

り
起
ち
て
、
還
り
て
不
用
処
に
入
り
、
か
く
の
ご
と
く
次
第

に
、
還
り
て
識
処
に
入
り
、
空
処
に
入
り
、
四
禅
に
入
り
、
三

禅
に
入
り
、
二
禅
に
入
り
、
初
禅
に
入
る
。
こ
れ
を
師
子
奮
迅

三
昧
と
名
づ
く
る
な
り
。
譬
え
ば
、
師
子
の
奮
迅
の
と
き
は
、

た
だ
よ
く
前
に
進
み
て
奮
迅
し
て
去
る
の
み
に
あ
ら
ず
。
ま
た

よ
く
却
行
す
る
に
も
奮
迅
し
て
帰
る
が
ご
と
し
。
一
切
の
諸
獣

の
能
わ
ざ
る
と
こ
ろ
な
り
。
し
か
る
に
、
行
者
が
こ
の
（
師
子

奮
迅
三
昧
）
法
門
に
入
る
も
、
ま
た
ま
た
か
く
の
ご
と
し
。
た

だ
よ
く
心
心
に
次
第
し
て
、
初
禅
よ
り
直
ち
に
滅
受
（
想
定
）

に
至
る
の
み
に
あ
ら
ず
。
ま
た
よ
く
滅
受
想
定
よ
り
却か
え

り
て
非

想
に
入
り
、
入
り
て
初
禅
に
至
る
。
こ
れ
す
な
わ
ち
、
義
は
師

子
の
奮
迅
す
る
に
同
じ
。
上
来
の
諸
禅
の
能
わ
ざ
る
と
こ
ろ
な

り
。
し
か
る
が
ゆ
え
に
、
こ
の
定
を
説
い
て
師
子
奮
迅
三
昧
と

な
す
。
行
者
は
、
こ
の
法
門
に
住
す
れ
ば
、
す
な
わ
ち
よ
く
覆

却
し
て
遍
く
一
切
の
諸
禅
に
入
る
。
諸
の
観
や
定
を
薫
じ
て
こ

と
ご
と
く
通
利
な
ら
し
め
、
転
変
自
在
に
し
て
諸
の
深
三
昧
や

種
種
の
功
徳
を
出
生
し
、
神
智
は
う
た
た
勝ま
さ

れ
ば
、
ま
た
薫
禅

と
名
づ
く
。
譬
え
ば
、
牛ぎ
ゅ
う
か
わ革
を
薫
熟
す
れ
ば
、
意
に
随
っ
て

諸
の
世
物
を
作
す
が
ご
と
し
。
こ
れ
も
ま
た
か
く
の
ご
と
し
。

次
位
を
分
別
す
る
は
、
こ
れ
九
定
に
同
じ
。
た
だ
却
出
無
間
の

異
な
り
あ
り
。
こ
の
中
に
は
、
用
心
は
巧
み
に
細
や
か
な
り
。

修
習
の
相
は
、
略
し
て
大
意
を
知
れ
。
広
く
分
別
せ
ざ
る
な

り
。

　

と
あ
っ
て
、『
大
品
般
若
経
』
の
文
を
引
用
し
な
が
ら
、
師
子
奮
迅

三
昧
な
い
し
薫
禅
は
、
九
次
第
定
を
実
践
す
る
こ
と
で
あ
る
と
説
い

て
い
る
。
こ
こ
で
智
顗
が
参
照
し
た
の
は
、『
大
品
般
若
経
』
巻
第

二
十
・
摂
五
品
第
六
十
八
丹
品
六
度
相
摂
品
（『
大
正
蔵
』
八
・
三

六
八
ａ
―
ｂ
）
の
一
文
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

　
　
　

こ
の
菩
薩
は
、
八
背
捨
・
九
次
第
定
に
依
り
て
、
師
子
奮
迅
三

昧
に
入
る
。
云
何
が
師
子
奮
迅
三
昧
と
名
づ
く
る
や
。「
須
菩

提
よ
、
菩
薩
は
欲
を
離
れ
、
悪
不
善
の
法
を
離
れ
、
有
覚
有

観
、
離
生
喜
楽
、
初
禅
に
入
り
、
な
い
し
滅
受
想
定
に
入
る
。

滅
受
想
定
よ
り
起
ち
、
な
い
し
か
え
っ
て
初
禅
に
入
る
。
こ
の

菩
薩
は
、
師
子
奮
迅
三
昧
に
よ
っ
て
、
超
越
三
昧
に
入
る
」。

　

と
あ
っ
て
、
九
次
第
定
を
順
観
と
逆
観
の
そ
れ
ぞ
れ
に
応
じ
て
実
践

す
る
こ
と
が
、
師
子
奮
迅
三
昧
で
あ
る
と
規
定
し
て
い
る
が
、「
薫
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禅
」
と
い
う
用
語
そ
の
も
の
は
な
い
。

　
　

ま
た
智
顗
は
、『
法
界
次
第
初
門
』
巻
中
之
上
の
「
師
子
奮
迅
三

昧
」
の
項
（『
大
正
蔵
』
四
六
・
六
七
九
ｂ
―
ｃ
）
で
は
、『
大
品
般

若
経
』
に
基
づ
い
て
、
師
子
奮
迅
三
昧
と
九
次
第
定
の
関
係
を
述
べ

て
お
り
、
更
に
、
師
子
奮
迅
三
昧
に
は
、
入
禅
奮
迅
（
師
子
奮
迅
入

三
昧
）
と
、
出
禅
奮
迅
（
師
子
奮
迅
出
三
昧
）
の
二
つ
が
あ
る
と
説

い
て
い
る
。
し
か
し
当
該
箇
所
に
は
、
薫
禅
の
用
語
は
な
く
、
師
子

奮
迅
三
昧
が
薫
禅
で
あ
る
と
は
述
べ
て
い
な
い
。

　
　

従
っ
て
、
智
顗
は
『
大
品
般
若
経
』
の
師
子
奮
迅
三
昧
の
記
述
を

参
照
し
て
、
薫
禅
と
い
う
概
念
を
創
出
し
た
と
推
測
で
き
る
。

参
考
│
│
「
牛
革
」
に
つ
い
て

　
　

前
項
の
『
次
第
禅
門
』
の
末
尾
に
出
た
「
牛
革
」
は
、
牛
の
革
を

な
め
し
た
も
の
を
い
う
。
牛
革
は
、
鞄
や
ベ
ル
ト
や
コ
ー
ト
な
ど
の

材
料
に
広
く
用
い
ら
れ
る
。

　
　

本
項
で
は
、
智
顗
（
五
三
八
―
五
九
七
）
が
活
躍
し
た
中
国
で

は
、
牛
革
を
ど
の
よ
う
に
定
義
づ
け
て
い
る
か
、
ま
た
ど
の
よ
う
な

用
途
に
用
い
て
い
た
か
に
つ
い
て
、
諸
橋
轍
次
『
大
漢
和
辞
典
』
巻

第
七
（
六
一
一
頁
、
大
修
館
書
店
、
一
九
五
八
年
四
月
）
の
用
例
を

参
照
し
て
記
す
。

　
　

孔
子
（
紀
元
前
五
五
二
―
紀
元
前
四
七
九
）
の
死
後
、
儒
教
経
典

と
し
て
整
備
さ
れ
た
五
経
の
一
つ
で
あ
る
『
易
経
』
革か
く

の
章
に
は
、

水
・
火
・
木
・
金
・
土
か
ら
な
る
「
五
行
相
剋
説
」
を
用
い
て
、
改

め
る
こ
と
を
意
味
す
る
「
革
」
と
、「
黄
牛
の
革
」
と
の
意
味
を
か

け
合
わ
せ
て
説
く
。
い
ま
は
、
赤
塚
忠
氏
ら
の
訳
に
よ
れ
ば
、
次
の

通
り
で
あ
る
。

　
　
　

己
つ
ち
の
と

の
日
で
あ
れ
ば
、
孚ま

こ
と

が
あ
っ
て
元お

お

い
に
亨と

お

る
。
貞た

だ

し
く

し
て
い
る
の
が
よ
ろ
し
い
。
悔
い
が
な
く
な
る
。

　
　
　

彖た
ん
で
ん伝
に
は
、「
革
は
、
水
と
火
と
が
互
い
に
滅
ぼ
し
あ
う
さ
ま

で
あ
る
。
ま
た
末
の
女む
す
め

と
仲
の
良
い
女
と
が
一
緒
に
住
ん
で

い
な
が
ら
、
そ
の
心
が
合
わ
ず
に
争
う
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
革

と
い
う
。（
中
略
）
沢
の
中
に
火
の
あ
る
さ
ま
が
、
革
で
あ

る
。
君
子
は
こ
れ
に
則
っ
て
、
新
た
に
暦こ
よ
み

を
制
定
し
て
、

人
々
の
そ
の
業
務
に
励
む
べ
き
時
の
定
め
を
明
ら
か
に
す
る
の

で
あ
る
」
と
。
黄
牛
の
革
で
し
っ
か
り
と
締
め
固
め
た
さ
ま
で

あ
る
。

　
　
　

己
の
日
に
革あ
ら
た

め
る
。
自
分
か
ら
進
ん
で
征い

け
ば
、
吉
で
あ
っ

て
、
何
の
咎と
が

も
な
い
。

　
　
　

自
分
か
ら
進
ん
で
征
く
の
は
、
凶
で
あ
る
。
貞
し
く
し
て
い
て

も
厲あ

や
う

い
。
革
命
の
謀

は
か
り
ご
と

を
三
度
も
修
め
整
え
れ
ば
、
孚ま

こ
と

が

あ
る
。

　

と
あ
っ
て
、
革
命
を
肯
定
し
て
、
そ
の
実
践
の
容
認
を
説
い
て
い

る
。

　
　

北
宋
中
期
の
沈し
ん
か
つ括
（
一
〇
三
一
―
一
〇
九
五
）
が
著
わ
し
た
随
筆

集
の
『
夢
渓
筆
談
』
巻
第
十
九
・
器
用
の
章
に
は
、
牛
革
に
つ
い
て

説
く
。
い
ま
は
、
梅
原
郁
氏
の
訳
に
よ
れ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　

昔
の
や
り
方
で
は
、
牛
革
で
矢
を
入
れ
る
筒
で
あ
る
矢し
ふ
く服
を
作
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り
、
横
に
な
る
時
は
枕
に
す
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
矢
服
の
中
は

空
洞
で
、
地
面
に
つ
け
て
枕
と
す
れ
ば
、
数
キ
ロ
以
内
の
人
や

馬
の
声
は
、
全
て
聞
こ
え
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
矢
服
は
、

中
が
空
な
の
で
、
音
声
を
よ
く
傍
受
で
き
る
の
だ
。

　

と
あ
っ
て
、
牛
革
で
作
ら
れ
た
矢
服
は
、
中
が
空
洞
に
な
っ
て
い
る

の
で
、
野
戦
時
に
は
枕
の
よ
う
に
地
面
に
押
し
つ
け
て
耳
を
当
て
る

と
、
潜
水
艦
の
ソ
ナ
ー
の
よ
う
に
、
敵
軍
の
動
き
を
知
る
た
め
の
役

割
を
果
た
す
と
あ
る
。『
夢
渓
筆
談
』
は
、
智
顗
在
世
時
よ
り
は
る

か
に
時
代
を
下
る
が
、
牛
革
は
今
日
の
よ
う
な
鞄
や
ベ
ル
ト
な
ど
以

外
に
も
、
様
々
な
用
途
に
用
い
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
〔
赤
塚
忠
訳
『
書
経
・
易
経
（
抄
）』
中
国
古
典
文
学
大
系
第
一
巻

（
四
九
五
―
四
九
七
頁
、
平
凡
社
、
一
九
七
三
年
六
月
）。
今
井
宇
三

郎
著
『
易
経
』
中
巻
・
新
釈
漢
文
大
系
第
二
四
巻
（
九
六
五
―
九
八

一
頁
、
明
治
書
院
、
一
九
九
三
年
一
二
月
）。
梅
原
郁
訳
『
夢
渓
筆

談
』
第
二
巻
・
東
洋
文
庫
三
六
二
（
二
〇
五
頁
、
平
凡
社
、
一
九
七

九
年
九
月
）。〕

（
27
） 

順
・
逆
の
次
第
に
入
・
出
し
、
諸
禅
を
薫
じ
て
、
定
と
観
と
を

分
明
に
純
熟
し
、
功
徳
を
増ぞ
う

益や
く

せ
し
む
る
が
ゆ
え
な
り
＝
「
順
・

逆
」
は
、
逆
順
と
同
義
。
道
理
に
従
う
こ
と
と
、
背
く
こ
と
を
い

う
。

　
　
「
次
第
」
は
、
定
め
ら
れ
た
順
序
、
順
序
に
従
う
こ
と
を
い
う
。

　
　
「
入
・
出
」
は
、
入
る
こ
と
と
出
る
こ
と
、
行
き
つ
戻
り
つ
す
る

こ
と
を
い
う
。

　
　
「
諸
禅
」
は
、
師
子
奮
迅
三
昧
を
構
成
す
る
、
四
禅
・
四
空
処

定
・
滅
受
想
定
の
九
種
類
の
禅
定
で
あ
る
「
九
次
第
定
」
の
一
々
を

い
う
。

　
　
「
定
と
観
」
は
、「
定
」
は
、
先
に
「
有
漏
法
」
と
し
て
説
い
た
四

禅
・
四
無
量
心
・
四
空
処
定
か
ら
な
る
十
二
門
禅
の
こ
と
を
い
い
、

「
観
」
は
、
先
に
「
亦
有
漏
亦
無
漏
禅
」
と
し
て
説
い
た
六
妙
門
・

十
六
特
勝
・
四
念
処
・
通
明
観
の
四
種
類
を
い
う
。

　
　
「
分
明
」
は
、
明
ら
か
な
こ
と
、
明
瞭
な
こ
と
、
判
然
と
す
る
こ

と
を
い
う
。

　
　
「
純
熟
」
は
、
十
分
に
熟
す
る
こ
と
、
よ
く
和
ら
ぎ
和
む
こ
と
を

い
う
。

　
　
「
功
徳
」
は
、
善
を
積
ん
で
得
ら
れ
る
善
い
性
質
の
こ
と
、
善
い

行
い
を
し
た
報
い
、
善
行
の
結
果
と
し
て
得
ら
れ
る
果
報
を
い
う
。

　
　
「
増
益
」
は
、「
ぞ
う
や
く
」
と
訓
む
。
利
益
を
増
や
す
こ
と
、
増

し
て
加
え
る
こ
と
を
い
う
。

（
28
） 

次
に
、
修
禅
を
明
か
さ
ば
、
修
禅
は
す
な
わ
ち
こ
れ
超
越
三
昧

な
り
。
諸
禅
の
な
か
に
お
い
て
、
超
越
し
て
入
・
出
し
、
無
礙
自
在

に
解
脱
を
得
ん
が
た
め
の
ゆ
え
な
り
＝
「
修
禅
」
は
、「
じ
ゅ
う
ぜ

ん
」
と
訓
む
。
観
・
練
（
錬
）・
薫
（
熏
）・
修
か
ら
な
る
四
種
禅
の

う
ち
、
最
高
位
の
第
四
禅
を
い
う
。

　
　
「
超
越
三
昧
」
は
、「
ち
ょ
う
お
つ
ざ
ん
ま
い
」
と
訓
む
。

　
　

先
に
検
討
し
た
「
薫
禅
」
の
修
行
法
で
あ
る
師
子
奮
迅
三
昧
が
、

四
禅
・
四
空
処
定
・
滅
受
想
定
の
九
種
類
の
禅
定
で
あ
る
「
九
次
第
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定
」
の
一
々
に
つ
い
て
、
初
禅
か
ら
第
二
禅
へ
、
第
二
禅
か
ら
第
三

禅
へ
と
、
順
番
通
り
に
実
践
し
た
り
、
ま
た
逆
に
、
滅
受
想
定
か
ら

非
有
想
非
無
想
定
へ
、
非
有
想
非
無
想
定
か
ら
無
処
有
処
定
へ
と
、

禅
定
の
浅
深
の
レ
ベ
ル
を
一
段
階
ず
つ
下
げ
る
修
行
法
で
あ
る
。

　
　

今
、
検
討
す
る
修
禅
の
修
行
法
で
あ
る
超
越
三
昧
は
、
四
禅
・
四

空
処
定
・
滅
受
想
定
か
ら
な
る
「
九
次
第
定
」
を
、
散
心
か
ら
初
禅

に
入
っ
た
後
、
初
禅
か
ら
一
足
飛
び
に
、
九
次
第
定
の
上
位
か
ら
第

二
位
の
非
有
想
非
無
想
処
定
に
入
り
、
非
有
想
非
無
想
処
定
か
ら
滅

受
想
定
に
入
っ
た
後
、
初
禅
に
直
接
還
る
。
続
い
て
、
初
禅
か
ら
滅

受
想
定
へ
直
接
入
り
、
滅
受
想
定
か
ら
第
二
禅
に
還
る
。
第
二
禅
か

ら
滅
受
想
定
に
直
接
入
り
、
滅
受
想
定
か
ら
第
三
禅
に
直
接
入
る
。

第
三
禅
か
ら
滅
受
想
定
に
直
接
入
り
、
滅
受
想
定
か
ら
第
四
禅
に
直

接
入
る
。
逆
に
、
滅
受
想
定
か
ら
心
の
落
ち
着
か
な
い
散
心
へ
直
接

入
り
、
非
有
想
非
無
想
定
か
ら
散
心
へ
直
接
還
る
な
ど
す
る
。
こ
の

よ
う
に
超
越
三
昧
は
、「
九
次
第
定
」
を
基
本
と
し
つ
つ
も
、「
薫

禅
」
の
修
行
法
で
あ
る
師
子
奮
迅
三
昧
の
禅
定
の
内
容
と
は
、
次
元

を
異
に
し
て
い
る
。
詳
し
く
は
、
参
考
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
　
「
諸
禅
」
は
、
超
越
三
昧
を
構
成
す
る
、
四
禅
・
四
空
処
定
・
滅

受
想
定
の
九
種
類
の
禅
定
で
あ
る
「
九
次
第
定
」
の
一
々
を
い
う
。

　
　
「
超
越
し
て
入
・
出
し
」
は
、
超
越
三
昧
を
実
践
し
て
入
る
こ
と

と
出
る
こ
と
、
行
き
つ
戻
り
つ
す
る
こ
と
を
い
う
。

　
　
「
無
礙
自
在
に
解
脱
を
得
る
」
は
、
束
縛
さ
れ
る
妨
げ
が
な
く
、

心
が
平
安
な
状
態
を
体
得
す
る
こ
と
を
い
う
。

参
考
│
│
「
超
越
三
昧
」
に
つ
い
て

　
　

超
越
三
昧
は
、
頂
禅
と
も
、
超
定
と
も
、
超
等
至
と
も
、
超
禅
と

も
、
超
越
と
も
い
う
。

　
　

普
通
、
四
禅
・
四
空
処
定
・
滅
受
想
定
か
ら
な
る
「
九
次
第
定
」

の
禅
定
を
実
践
す
る
場
合
は
、
階
段
を
一
段
ず
つ
登
る
よ
う
に
、
初

禅
か
ら
第
二
禅
へ
、
第
二
禅
か
ら
第
三
禅
へ
と
レ
ベ
ル
を
上
げ
て
い

き
、
最
終
的
に
滅
受
想
定
ま
で
実
践
す
る
。

　
　

し
か
し
、
超
越
三
昧
の
場
合
は
、
散
心
か
ら
九
次
第
定
の
最
下
位

で
あ
る
初
禅
に
入
っ
た
後
、
上
位
か
ら
第
二
位
の
非
有
想
非
無
想
処

定
に
入
り
、
非
有
想
非
無
想
処
定
か
ら
滅
受
想
定
に
入
り
、
そ
の
後

初
禅
に
還
る
。
続
い
て
、
初
禅
か
ら
滅
受
想
定
へ
入
り
、
滅
受
想
定

か
ら
第
二
禅
へ
還
り
、
第
二
禅
か
ら
滅
受
想
定
へ
入
り
、
滅
受
想
定

か
ら
第
三
禅
へ
還
る
と
い
う
よ
う
に
、
修
行
者
が
今
、
実
践
し
て
い

る
禅
定
の
レ
ベ
ル
か
ら
、
最
終
的
に
目
標
と
す
る
滅
受
想
定
ま
で
、

一
気
呵
成
に
飛
び
越
え
て
入
り
な
が
ら
、
九
次
第
定
の
階
位
を
一
段

ず
つ
上
げ
て
い
く
禅
定
を
い
う
。
こ
れ
が
「
超
入
」
の
在
り
様
で
あ

る
。

　
　

超
出
で
は
、
普
通
、「
九
次
第
定
」
を
実
践
す
る
場
合
は
、
最
上

位
の
滅
受
想
定
か
ら
始
ま
り
最
下
位
の
初
禅
ま
で
を
、
階
段
を
一
段

ず
つ
降
り
る
よ
う
に
実
践
す
る
が
、
超
越
三
昧
の
場
合
は
、
滅
受
想

定
か
ら
、
禅
定
に
入
る
以
前
の
段
階
で
心
が
落
ち
着
い
て
い
な
い
散

心
へ
、
非
有
想
非
無
想
処
定
か
ら
散
心
へ
と
、
一
気
呵
成
に
入
る
こ

と
が
で
き
る
。
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例
え
て
い
え
ば
、
超
越
三
昧
は
、
五
五
二
．
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
あ

る
東
京
駅
と
新
大
阪
駅
の
間
を
約
二
時
間
三
十
分
で
結
ぶ
、
東
海
道

新
幹
線
の
「
の
ぞ
み
」
号
が
、
品
川
や
新
横
浜
や
名
古
屋
や
京
都
と

い
っ
た
主
要
な
駅
の
み
に
し
か
停
車
し
な
い
よ
う
に
、
九
次
第
定
を

構
成
す
る
一
々
の
段
階
に
つ
い
て
、
途
中
の
段
階
を
通
過
し
て
、
禅

定
の
各
段
階
を
行
き
来
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

智
顗
は
、『
法
界
次
第
初
門
』
巻
中
之
上
の
「
超
越
三
昧
」
の
項 

（『
大
正
蔵
』
四
六
・
六
七
九
ｃ
―
六
八
〇
ａ
）
で
、
超
越
三
昧
を

「
超
入
」
と
「
超
出
」
に
分
類
し
て
説
い
て
い
る
。
し
か
し
、
い
ま

は
智
顗
が
同
書
を
説
く
際
に
参
照
し
た
と
考
え
る
『
大
品
般
若
経
』

巻
第
二
十
・
摂
五
品
第
六
十
八
丹
品
六
度
相
摂
品
（『
大
正
蔵
』

八
・
三
六
八
ｂ
―
ｃ
）
の
文
を
引
用
す
る
。

　
　
　

こ
の
菩
薩
は
、
師
子
奮
迅
三
昧
に
依
っ
て
、
超
越
三
昧
に
入い

る
。
い
か
ん
が
超
越
三
昧
と
な
す
や
。「
須
菩
提
よ
、
菩
薩
は

欲
を
離
れ
、
諸
悪
・
不
善
法
を
離
れ
、
有
覚
有
観
、
離
生
喜

楽
、
初
禅
に
入
り
、
初
禅
よ
り
起た

ち
て
な
い
し
非
有
想
非
無
想

処
に
入
り
、
非
有
想
非
無
想
処
を
起
ち
て
滅
受
想
定
に
入
り
、

滅
受
想
定
を
起
ち
て
還
っ
て
初
禅
に
入
る
。
初
禅
よ
り
起
ち
て

滅
受
想
定
に
入
り
、
滅
受
想
定
を
起
ち
て
（
第
）
二
禅
に
入

る
。（
第
）
二
禅
を
起
ち
て
滅
受
想
定
に
入
り
、
滅
受
想
定
を

起
ち
て
（
第
）
三
禅
に
入
る
。（
第
）
三
禅
を
起
ち
て
滅
受
想

定
に
入
り
、
滅
受
想
定
を
起
ち
て
（
第
）
四
禅
に
入
る
。

（
第
）
四
禅
を
起
ち
て
滅
受
想
定
に
入
り
、
滅
受
想
定
を
起
ち

て
空
処
（
定
）
に
入
る
。
空
処
（
定
）
を
起
ち
て
滅
受
想
定
に

入
り
、
滅
受
想
定
を
起
ち
て
識
処
（
定
）
に
入
る
。
識
処

（
定
）
を
起
ち
て
滅
受
想
定
に
入
り
、
滅
受
想
定
を
起
ち
て
無

所
有
処
（
定
）
に
入
る
。
無
所
有
処
（
定
）
を
起
ち
て
滅
受
想

定
に
入
り
、
滅
受
想
定
を
起
ち
て
非
有
想
非
無
想
処
（
定
）
に

入
る
。
非
有
想
非
無
想
処
（
定
）
を
起
ち
て
滅
受
想
定
に
入

り
、
滅
受
想
定
を
起
ち
て
散さ
ん

心じ
ん

の
中
に
入
る
。

　
　
　

散
心
の
中
を
起
ち
て
滅
受
想
定
に
入
り
、
滅
受
想
定
を
起
ち
て

還
っ
て
散
心
の
中
に
入
る
。
散
心
の
中
を
起
ち
て
非
有
想
非
無

想
処
（
定
）
に
入
り
、
非
有
想
非
無
想
処
（
定
）
を
起
ち
て

還
っ
て
散
心
の
中
に
住
す
。
散
心
の
中
を
起
ち
て
無
所
有
処

（
定
）
に
入
り
、
無
所
有
処
（
定
）
を
起
ち
て
散
心
の
中
に
住

す
。
散
心
の
中
を
起
ち
て
識
処
（
定
）
に
入
り
、
識
処
（
定
）

を
起
ち
て
散
心
の
中
に
住
す
。
散
心
の
中
を
起
ち
て
空
処

（
定
）
に
入
り
、
空
処
（
定
）
を
起
ち
て
散
心
の
中
に
住
す
。

散
心
の
中
を
起
ち
て
第
四
禅
の
中
に
入
り
、
第
四
禅
の
中
を
起

ち
て
散
心
の
中
に
住
す
。
散
心
の
中
を
起
ち
て
第
三
禅
の
中
に

入
り
、
第
三
禅
の
中
を
起
ち
て
散
心
の
中
に
住
す
。
散
心
の
中

を
起
ち
て
第
二
禅
の
中
に
入
り
、
第
二
禅
の
中
を
起
ち
て
散
心

の
中
に
住
す
。
散
心
の
中
を
起
ち
て
初
禅
の
中
に
入
り
、
初
禅

の
中
を
起
ち
て
散
心
の
中
に
住
す
。
こ
の
菩
薩
摩
訶
薩
は
、
超

越
三
昧
に
住
し
て
、
諸
法
の
等
相
を
得
。
こ
れ
を
菩
薩
の
般
若

波
羅
蜜
に
住
し
て
、
禅
那
波
羅
蜜
を
取
る
と
な
す
。」
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と
あ
る
。

　
　

前
述
の
よ
う
に
、
智
顗
は
『
法
界
次
第
初
門
』
に
お
い
て
、
超
越

三
昧
を
「
超
入
」
と
「
超
出
」
に
分
類
し
て
説
く
が
、
こ
の
う
ち
初

禅
か
ら
滅
受
想
定
へ
と
上
が
っ
て
い
く
の
を
「
超
入
」
と
い
い
、
滅

受
想
定
か
ら
散
心
へ
と
下
が
っ
て
い
く
の
を
「
超
出
」
と
規
定
し
て

い
る
。

　
　

い
ま
は
『
大
品
般
若
経
』
な
い
し
『
法
界
次
第
初
門
』
に
説
く
、

「
超
越
三
昧
と
九
次
第
定
」
の
関
係
を
図
式
化
す
れ
ば
、
次
頁
の
よ

う
に
な
る
。

（
29
） 

こ
れ
を
も
っ
て
、『
大
品
経
』
に
い
わ
く
＝
「
大
品
経
」
は
、

鳩
摩
羅
什
（
三
四
四
―
四
一
三
・
三
五
〇
―
四
〇
九
）
訳
の
『
大
品

般
若
経
』
全
二
十
七
巻
を
い
う
。

（
30
） 

菩
薩
摩
訶
薩
は
、
般
若
波
羅
蜜
に
住
し
て
、
禅
波
羅
蜜
を
取

る
。
諸
仏
の
三
昧
を
除
く
。
余
の
一
切
の
三
昧
に
入
り
、
も
し
は
声

聞
の
三
昧
、
も
し
は
辟
支
仏
の
三
昧
、
も
し
は
菩
薩
の
三
昧
、
み
な

行
じ
、
み
な
入
る
＝
「
菩
薩
」
は
、
三
乗
の
一
つ
、
十
界
の
一
つ
で

あ
る
。
大
乗
仏
教
で
は
、
在
家
・
出
家
を
通
じ
て
、
発
心
し
て
仏
道

を
実
践
す
る
人
を
い
い
、
大
乗
仏
教
の
理
想
像
と
さ
れ
た
。
自
ら
仏

の
悟
り
で
あ
る
無
上
菩
提
に
向
か
っ
て
、
六
波
羅
蜜
を
修
行
実
践
し

つ
つ
（
上
求
菩
提
・
自
利
）、
他
の
人
々
を
救
済
（
下
化
衆
生
・
利

他
）
し
、
未
来
に
仏
の
悟
り
を
開
こ
う
と
す
る
自
利
利
他
円
満
の
人

を
い
う
。

　
　
「
摩
訶
薩
」
は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
マ
ハ
ー
・
サ
ッ
ト
ヴ
ァ

の
音
写
で
、
大
士
、
大
有
情
な
ど
と
訳
さ
れ
る
。
一
般
的
に
は
、
菩

薩
の
尊
称
、
大
菩
提
を
求
め
る
者
の
通
称
で
、
偉
大
な
人
、
偉
大
な

志
を
も
つ
者
、
優
れ
た
人
を
い
う
。『
般
若
経
』
な
ど
の
仏
典
で

は
、
菩
薩
を
修
飾
す
る
言
葉
と
し
て
、
菩
薩
摩
訶
薩
と
続
け
て
表
記

さ
れ
、
無
上
菩
提
を
求
め
る
大
乗
の
修
行
者
、
偉
大
な
修
行
者
を
意

味
す
る
。

　
　
「
般
若
波
羅
蜜
」
は
、
六
波
羅
蜜
や
十
波
羅
蜜
の
一
つ
で
、
智
慧

波
羅
蜜
と
も
い
う
。
あ
ら
ゆ
る
事
象
の
不
生
不
滅
を
確
信
す
る
智

慧
、
あ
ら
ゆ
る
事
象
の
存
在
の
あ
り
様
を
明
ら
か
に
見
抜
く
深
い
智

慧
を
い
う
。
具
体
的
に
は
、
主
観
と
客
観
と
を
離
れ
て
平
等
に
は
た

ら
く
真
実
の
智
慧
、
対
象
を
分
析
的
に
認
識
し
た
り
思
慮
分
別
す
る

こ
と
な
く
、
対
象
を
対
象
の
ま
ま
に
対
象
と
一
体
に
な
っ
て
、
存
在

す
る
も
の
を
あ
る
が
ま
ま
に
観
る
智
慧
を
い
う
。
無
分
別
智
、
無
漏

智
と
同
義
で
あ
る
。

　
　
「
禅
波
羅
蜜
」
は
、
六
波
羅
蜜
や
十
波
羅
蜜
の
第
五
。
サ
ン
ス
ク

リ
ッ
ト
語
の
デ
ィ
ヤ
ー
ナ
パ
ー
ラ
ミ
タ
ー
の
音
訳
で
、
禅
定
波
羅
蜜

と
も
、
禅
那
波
羅
蜜
と
も
、
静
慮
波
羅
蜜
と
も
、
禅
度
と
も
、
定
度

と
も
い
う
。
一
切
智
の
道
が
現
前
し
、
心
を
散
乱
し
な
い
こ
と
を
い

う
。

　
　
「
住
す
る
」
は
、
般
若
波
羅
蜜
に
よ
っ
て
も
の
を
見
た
り
、
考
え

た
り
、
行
動
し
た
り
す
る
こ
と
を
い
い
、
四
六
時
中
、
般
若
波
羅
蜜

が
わ
た
し
の
中
に
同
居
し
て
い
る
こ
と
を
い
う
。

　
　
「
取
る
」
は
、
自
分
の
生
き
方
に
す
る
こ
と
を
い
う
。
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加行 超入 超出

滅受想定
（ ）

非有想非無想処定
（ ）

無所有処定
（ ）

識 処 定
（ ）

空 処 定
（ ）

第四禅
（ ）

第三禅
（ ）

第二禅
（ ）

初　禅
（ ）

散　心
（ ）

◎師子奮迅三昧（■で表示）と超越三昧（○□▽で表示）
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「
般
若
波
羅
蜜
に
住
し
て
、
禅
波
羅
蜜
を
取
る
」
は
、
六
波
羅
蜜

の
中
か
ら
禅
波
羅
蜜
を
選
ん
で
、
実
践
す
る
こ
と
を
い
う
。

　
　
「
諸
仏
」
は
、
も
ろ
も
ろ
の
仏
、
あ
ら
ゆ
る
仏
を
い
う
。

　
　
「
三
昧
」
は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
や
パ
ー
リ
語
の
サ
マ
ー
デ
ィ

の
音
写
語
で
、
三
昧
地
と
も
、
三さ
ん
ま
じ

摩
地
と
も
、
三さ

ん
ま
だ
い

摩
提
と
も
、
三
摩

帝
と
も
音
写
す
る
。
意
訳
し
て
、
定
と
も
、
定
意
と
も
、
等と
う

持じ

と

も
、
正
受
と
も
、
調じ
ょ
う

直じ
き

定じ
ょ
う

と
も
、
正
心
行
処
と
も
い
う
。
心
を
一

つ
の
対
象
に
集
中
さ
せ
て
、
散
り
乱
さ
な
い
状
態
、
何
も
の
か
に
心

を
集
中
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
心
が
安
定
し
た
状
態
に
入
る
こ
と
を

い
う
。
禅
定
と
同
義
で
あ
る
。

　
　
「
諸
仏
の
三
昧
」
は
、
も
ろ
も
ろ
の
仏
が
実
践
し
た
三
昧
を
い

う
。
具
体
的
に
は
、
仏
が
『
華
厳
経
』
や
『
法
華
経
』
と
い
っ
た
大

乗
経
典
を
説
く
際
に
、
仏
自
身
が
入
定
し
た
三
昧
を
い
う
。
す
な
わ

ち
、
仏
（
毘
盧
舎
那
法
身
）
が
自
身
の
悟
り
の
世
界
を
そ
の
ま
ま
表

現
し
た
『
華
厳
経
』
を
説
く
際
に
、
文
殊
菩
薩
や
普
賢
菩
薩
な
ど
の

対
告
衆
を
前
に
し
て
入
っ
た
「
海
印
三
昧
」（『
大
正
蔵
』
九
・
四
三

四
ｃ
）
と
い
う
深
い
三
昧
や
、
仏
が
『
法
華
経
』
を
説
く
の
に
先

立
っ
て
、
結
伽
趺
坐
の
ま
ま
入
定
し
た
「
無
量
義
処
三
昧
」（『
大
正

蔵
』
九
・
二
ｂ
）
な
ど
を
い
う
。

　
　
「
諸
仏
の
三
昧
を
除
く
」
は
、『
般
若
経
』
は
菩
薩
の
教
え
で
あ

り
、
仏
の
三
昧
は
説
い
て
い
な
い
こ
と
を
い
う
。

　
　
「
余
の
一
切
の
三
昧
に
入
る
」
は
、
諸
仏
の
三
昧
を
除
い
た
、
声

聞
の
三
昧
や
、
辟
支
仏
の
三
昧
や
、
菩
薩
の
三
昧
か
ら
な
る
全
て
の

三
昧
に
入
る
こ
と
を
い
う
。

　
　
「
声
聞
」
は
、
声
聞
乗
と
も
い
う
。
三
乗
の
一
つ
、
十
界
の
一
つ

で
あ
る
。
声
聞
は
、
元
々
は
仏
の
教
え
を
聞
く
人
の
意
味
で
、
広
く

仏
弟
子
の
意
味
に
用
い
ら
れ
た
が
、
後
に
大
乗
仏
教
で
は
、
自
分
の

悟
り
の
み
を
求
め
る
独
善
的
な
修
行
者
を
指
す
よ
う
に
な
り
、
縁
覚

と
並
ん
で
二
乗
と
貶へ
ん
し
ょ
う称
さ
れ
、
仏
と
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
と

さ
れ
た
。
具
体
的
に
は
声
聞
乗
は
、
仏
教
徒
の
う
ち
で
、
宗
教
上
の

素
質
や
能
力
や
性
質
な
ど
機
根
が
低
い
下
根
で
あ
り
、
四
諦
・
八
正

道
の
教
え
に
よ
っ
て
修
行
し
、
四
沙
門
果
の
最
高
位
で
あ
る
阿
羅
漢

果
に
至
る
こ
と
を
最
高
の
目
的
と
し
、
灰
身
滅
智
の
無
余
依
涅
槃
に

入
る
存
在
を
い
う
。

　
　
「
声
聞
の
三
昧
」
は
、
声
聞
乗
が
実
践
す
る
三
昧
を
い
う
。
具
体

的
に
は
、
後
出
の
「
三
十
七
品
、
空
・
無
相
等
の
三
三
昧
、
四
諦
、

十
六
行
」
の
一
々
を
い
う
。

　
　
「
辟
支
仏
」
は
、
三
乗
の
一
つ
、
十
界
の
一
つ
で
あ
る
。
辟
支
仏

は
、
師
な
く
自
ら
一
人
で
覚
る
か
ら
独
覚
乗
と
も
訳
さ
れ
、
ま
た
縁

覚
乗
と
も
呼
ぶ
。
十
二
因
縁
を
観
じ
て
迷
い
を
断
ち
、
覚
り
に
至
る

か
ら
、
あ
る
い
は
仏
の
教
え
に
よ
ら
な
い
で
、
落
花
飛
葉
な
ど
の
外

縁
を
観
じ
て
、
十
二
因
縁
の
縁
起
の
理
法
を
覚
り
、
寂
静
な
孤
独
を

好
ん
で
説
法
教
化
を
し
な
い
と
さ
れ
る
一
種
の
聖
者
を
い
い
、
専
ら

自
利
行
に
生
き
る
境
地
を
い
う
。
後
に
大
乗
仏
教
に
お
い
て
、
声
聞

と
と
も
に
二
乗
と
貶へ
ん
し
ょ
う称

さ
れ
た
。

　
　
「
辟
支
仏
の
三
昧
」
は
、
辟
支
仏
が
実
践
す
る
三
昧
を
い
う
。
具
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体
的
に
は
、
後
出
の
「
十
二
因
縁
三
昧
」
を
い
う
。

　
　
「
菩
薩
の
三
昧
」
は
、
菩
薩
が
実
践
す
る
三
昧
を
い
う
。
具
体
的

に
は
、
後
出
の
「
自
性
禅
等
」
を
い
う
。

　
　
「
み
な
行
じ
、
み
な
入
る
」
は
、
全
て
の
修
行
法
を
含
み
、
網
羅

す
る
こ
と
を
い
う
。

　
　

な
お
、「
菩
薩
摩
訶
薩
は
、
般
若
波
羅
蜜
に
住
し
て
、
禅
波
羅
蜜

を
取
る
。
諸
仏
の
三
昧
を
除
く
。
余
の
一
切
の
三
昧
に
入
り
、
も
し

は
声
聞
の
三
昧
、
も
し
は
辟
支
仏
の
三
昧
、
も
し
は
菩
薩
の
三
昧
、

み
な
行
じ
、
み
な
入
る
」
に
似
た
表
現
が
、『
大
品
般
若
経
』
巻
第

二
十
・
摂
五
品
第
六
十
八
丹
品
六
度
相
摂
品
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

「（
須
菩
提
、
仏
に
問
う
。）
世
尊
よ
、
い
か
ん
が
菩
薩
摩
訶
薩
は
、

般
若
波
羅
蜜
に
住
し
て
、
禅
那
波
羅
蜜
を
取
る
や
、
と
。
仏
言
わ

く
、
菩
薩
は
、
般
若
波
羅
蜜
に
住
し
て
、
諸
仏
の
三
昧
を
除
き
て
、

余
の
一
切
の
三
昧
、
も
し
は
声
聞
の
三
昧
、
も
し
は
辟
支
仏
の
三

昧
、
も
し
は
菩
薩
の
三
昧
に
入
り
、
み
な
行
じ
、
み
な
入
る
」（『
大

正
蔵
』
八
・
三
六
八
ａ
）
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
、『
大
品
般
若
経
』

の
文
を
、
智
顗
が
引
用
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

〔
現
代
語
訳
〕

　

次
に
、
対
象
の
す
が
た
を
、
智
慧
を
も
っ
て
観
察
し
明
ら
か
に
知

る
「
観
禅
」
の
第
五
は
、
眼
・
耳
・
鼻
・
舌
・
身
の
五
官
の
欲
が
存

在
す
る
世
界
で
あ
る
「
欲
界
」
の
眼
の
対
象
で
あ
る
色
と
形
を
意
味

す
る
色
処
を
観
察
し
、
五
官
の
欲
を
克
服
し
て
、
貪
り
の
心
を
除
く

「
八
勝
処
」
を
明
ら
か
に
す
る
。

　

八
勝
処
の
修
行
法
は
、
そ
れ
を
構
成
す
る
「
内な

い
う
し
き
そ
う

有
色
相
外げ
か
ん観
色し
き

少し
ょ
う

、
若に
ゃ
く
こ
う
に
ゃ
く
は
く

好
若
醜
、
是ぜ

名み
ょ
う
し
ょ
う勝
知ち

勝し
ょ
う
け
ん見

」
か
ら
始
ま
り
「
白び
ゃ
く

勝

処
」
に
至
る
各
禅
定
を
一
つ
ず
つ
実
践
し
て
、
自
由
自
在
の
境
地
を

体
得
す
る
。

　
「
観
禅
」
の
第
六
は
、
青
・
黄
・
赤
・
白
・
地
・
水
・
火
・
風
・

空
・
識
の
十
種
類
の
そ
れ
ぞ
れ
が
、
三
界
の
あ
ら
ゆ
る
場
所
に
広
く

行
き
渡
っ
て
い
る
と
観
じ
る
「
十
一
切
処
」
を
明
ら
か
に
す
る
。

　
「
十
一
切
処
」
は
、
一
切
処
の
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
で
、
必
要
に
応

じ
て
先
に
実
践
し
た
「
八
背
捨
」
や
「
八
勝
処
」
の
修
行
法
に
戻

り
、
そ
の
段
階
の
悟
り
の
境
地
を
足
場
に
し
て
、
青
一
切
処
か
ら
風

一
切
処
ま
で
の
色
を
観
察
し
、
宇
宙
世
界
は
青
一
色
、
黄
一
色
、
赤

一
色
、
白
一
色
、
地
一
色
、
水
一
色
、
火
一
色
、
風
一
色
で
あ
る
と

観
察
し
切
っ
て
、
一
切
処
は
固
定
的
不
変
的
な
独
自
の
実
体
が
な
い

空
で
あ
り
、
虚
空
と
識
に
は
執
著
す
べ
き
も
の
は
何
も
な
い
と
い
う

境
地
に
至
る
修
行
法
で
あ
る
。

　

こ
の
十
一
切
処
を
構
成
す
る
禅
定
を
一
つ
ず
つ
実
践
す
る
の
は
、
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菩
薩
の
修
行
者
の
心
を
物
質
と
精
神
と
の
束
縛
か
ら
解
き
放
ち
、
三

界
の
煩
悩
を
厭
い
嫌
っ
て
断
じ
滅
す
る
た
め
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
、
九
想
・
八
念
・
十
想
・
八
背
捨
・
八
勝
処
・

十
一
切
処
と
、
行
行
次
第
を
行
き
つ
戻
り
つ
し
て
、
継
続
し
て
修
行

実
践
し
続
け
、
積
み
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
修
行
者
は
、
人
が
本

来
具
え
る
先
天
的
な
潜
在
能
力
で
あ
り
、
無
礙
自
在
な
は
た
ら
き
を

発
こ
す
「
六
神
通
」
を
自
然
に
開
発
し
、
身
に
具
え
て
い
く
。

　

こ
の
よ
う
に
九
想
・
八
念
・
十
想
・
八
背
捨
・
八
勝
処
・
十
一
切

処
・
十
四
変
化
・
六
神
通
か
ら
な
る
行
行
次
第
は
対
象
と
な
る
己
の

心
を
観
察
し
、
対
象
に
対
す
る
執
著
心
を
対
治
す
る
観
禅
の
修
行
法

を
全
て
網
羅
し
て
い
る
。

　

次
に
、
よ
く
鍛
え
練
っ
て
精
巧
な
禅
に
す
る
「
練
禅
」
の
修
行
法

を
明
か
せ
ば
、
四
禅
・
四
空
処
定
・
滅
受
想
定
の
九
種
類
の
禅
定

が
、
智
慧
が
深
ま
る
こ
と
に
よ
っ
て
順
序
次
第
に
、
一
定
か
ら
一
定

へ
と
進
み
入
る
「
九
次
第
定
」
で
あ
る
。

　

以
上
を
合
わ
せ
る
と
、「
有
漏
法
」
の
項
で
説
い
た
四
禅
・
四
無

量
心
・
四
空
処
定
か
ら
な
る
十
二
門
禅
の
「
定
」
と
、「
亦
有
漏
亦

無
漏
禅
」
の
項
で
説
い
た
六
妙
門
・
十
六
特
勝
・
四
念
処
・
通
明
観

か
ら
な
る
四
種
の
「
観
」
と
か
ら
な
る
二
種
の
禅
は
、
対
象
に
執
著

す
る
自
我
心
の
束
縛
を
離
れ
て
、
心
意
識
の
運
転
を
柔
軟
に
す
る
修

行
法
で
あ
る
。

　

修
行
者
が
、
四
禅
か
ら
始
ま
り
、
四
念
処
と
通
明
観
に
至
る
様
々

な
禅
定
を
修
行
実
践
す
る
と
、
心
意
識
は
、
徐
々
に
対
象
に
と
ら
わ

れ
る
こ
と
な
く
、
広
が
っ
て
い
く
。

　

ま
た
、
色
界
の
初
禅
の
段
階
で
あ
る
有
覚
有
観
三
昧
や
、
色
界
の

中
間
地
の
段
階
で
あ
る
中
間
禅
の
別
名
で
あ
る
無
覚
有
観
三
昧
や
、

色
界
の
第
二
禅
以
上
の
段
階
で
あ
る
無
覚
無
観
三
昧
も
、
み
な
練
禅

の
修
行
法
を
網
羅
し
て
い
る
。

　

次
に
、
蒸
し
て
あ
ぶ
り
続
け
る
熏
熟
の
よ
う
に
、
智
慧
を
開
発
す

る
た
め
に
、
禅
を
精
魂
込
め
て
実
践
し
て
、
最
終
的
に
は
あ
ら
ゆ
る

物
事
に
精
通
し
て
、
変
幻
自
在
な
姿
を
開
顕
す
る
こ
と
が
で
き
る

「
薫
禅
」
の
修
行
法
を
明
ら
か
に
す
る
。
薫
禅
を
具
体
的
に
い
え

ば
、
衆
生
の
素
質
に
応
じ
る
威
力
を
現
わ
し
、
外
道
や
二
乗
と
い
う

小
獣
を
畏
伏
さ
せ
る
師
子
奮
迅
三
昧
で
あ
る
。

　

修
行
者
が
、
師
子
奮
迅
三
昧
を
構
成
す
る
四
禅
・
四
空
処
定
・
滅

受
想
定
の
九
種
類
の
禅
定
で
あ
る
「
九
次
第
定
」
の
一
々
に
つ
い

て
、
初
禅
か
ら
第
二
禅
へ
、
第
二
禅
か
ら
第
三
禅
へ
と
、
順
番
通
り

に
実
践
し
た
り
、
ま
た
逆
に
、
滅
受
想
定
次
第
定
か
ら
非
有
想
非
無
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想
定
次
第
定
へ
、
非
有
想
非
無
想
定
次
第
定
か
ら
無
処
有
処
定
次
第

定
へ
と
、
禅
定
の
レ
ベ
ル
を
一
段
階
ず
つ
下
げ
て
い
く
。

　

こ
の
よ
う
に
実
践
し
て
い
く
と
、
四
禅
・
四
無
量
心
・
四
空
処
定

か
ら
な
る
十
二
門
禅
の
「
定
」
と
、
六
妙
門
・
十
六
特
勝
・
四
念

処
・
通
明
観
の
四
種
類
か
ら
な
る
「
観
」
と
の
違
い
が
明
ら
か
に
な

り
、
功
徳
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

次
に
、
観
・
練
・
薫
・
修
か
ら
な
る
四
種
禅
の
う
ち
、
最
高
位
で

あ
る
「
修
禅
」
の
修
行
法
を
明
ら
か
に
す
る
。

　

先
に
検
討
し
た
「
薫
禅
」
の
修
行
法
は
、
師
子
奮
迅
三
昧
で
あ

る
。
師
子
奮
迅
三
昧
は
、
四
禅
・
四
空
処
定
・
滅
受
想
定
の
九
種
類

の
禅
定
で
あ
る
「
九
次
第
定
」
の
一
々
に
つ
い
て
、
初
禅
か
ら
第
二

禅
へ
、
第
二
禅
か
ら
第
三
禅
へ
と
、
順
番
通
り
に
実
践
し
て
修
行
の

段
階
を
登
り
、
逆
に
、
滅
受
想
定
か
ら
非
有
想
非
無
想
定
へ
、
非
有

想
非
無
想
定
か
ら
無
処
有
処
定
へ
と
、
禅
定
の
レ
ベ
ル
を
一
段
階
ず

つ
下
げ
て
い
く
修
行
法
で
あ
る
。

　

今
、
検
討
す
る
修
禅
の
修
行
法
で
あ
る
超
越
三
昧
は
、「
九
次
第

定
」
を
構
成
す
る
四
禅
・
四
空
処
定
・
滅
受
想
定
の
一
々
の
段
階
を

一
気
呵
成
に
飛
び
越
え
て
、
初
禅
か
ら
滅
受
想
定
へ
入
っ
た
り
、
第

二
禅
か
ら
滅
受
想
定
へ
入
っ
た
り
、
逆
に
滅
受
想
定
か
ら
心
の
落
ち

着
か
な
い
散
心
へ
入
っ
た
り
、
非
有
想
非
無
想
定
か
ら
散
心
へ
入
っ

た
り
と
、
自
由
自
在
に
禅
定
の
段
階
を
行
き
来
す
る
修
行
法
で
あ

る
。

　

菩
薩
を
目
指
す
修
行
者
が
、
超
越
三
昧
を
実
践
す
る
理
由
は
、
超

越
三
昧
を
構
成
す
る
「
九
次
第
定
」
の
一
々
の
禅
定
の
段
階
に
お
い

て
、
入
る
こ
と
と
出
る
こ
と
を
繰
り
返
し
て
、
心
意
識
の
運
転
を
止

め
て
、
対
象
に
執
わ
れ
な
い
心
を
体
得
す
る
た
め
で
あ
る
。

　

従
っ
て
、『
大
品
般
若
経
』
巻
第
二
十
・
摂
五
品
第
六
十
八
丹
品

六
度
相
摂
品
に
は
、
仏
が
須
菩
提
に
対
し
て
、
次
の
よ
う
に
説
く
。

　
　

菩
薩
摩
訶
薩
は
、
六
波
羅
蜜
の
中
か
ら
般
若
波
羅
蜜
を
選
び

取
っ
て
自
分
の
生
き
方
に
し
、
い
つ
い
か
な
る
時
や
場
所
や
場

面
に
お
い
て
も
、
心
を
禅
波
羅
蜜
に
置
い
て
い
る
。

　
　

し
か
し
、
菩
薩
摩
訶
薩
が
実
践
す
る
禅
波
羅
蜜
の
修
行
法
の
内

容
は
、
諸
仏
が
大
乗
経
典
を
説
く
際
に
実
践
し
た
「
海
印
三

昧
」
や
「
無
量
義
処
三
昧
」
は
除
か
れ
る
が
、
声
聞
や
辟
支
仏

や
菩
薩
の
三
乗
が
、
実
践
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
全
て
の
修
行

法
は
、
含
ま
れ
て
い
る
。

　

と
。
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